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は じ め に

本報告書は,財団法人アジア人口･開発協会が,平成元年度農林水産省委託事業 ｢7ジア諸国

の農村人口と農業開発に関する調査｣を受託し,バングラデシュ国で実施したものである.調査

および取りまとめ等については,本協会内に設置した国内検討委員会 (主査 川野重任 東京大

学名誉教授)委員を中心に行った｡

調査の目的は,｢アジア諸国の農村 ･農業開発に対する協力は,農業生産の振興はもとよりそ
れを支える農村社会の発展,農民の生活改善にも配慮しつつ,特に農村の人口扶養力の維持増大

に資するよう進めていくことが必要である｡ このため,アジア諸国の中からモデル的な地域を選

定して現地調査を行い,人口扶養力の維持増大を念頭に置いた農村･農業開発のあり方の検討杏

行い,もって我が国の農林水産業協力の推進に資するものとする｣ことにある｡

調査に当たり.現地では,M.A.Matln副首相ならびに,日本大使館 井口武夫大使,中野実

一等書記官に計画全体にわたるこ-指導 ･E:協力を,また,バングラデシュ農業研究協議会

(BangladeshAgrlCultul･eResearchCouncll)の方々に農村での実態調査のこ協力をいただいた｡

国内では,農林水産省経済局国際協力課に調査内容についてのこ指導および調査の便宜をいた

だいた｡ここに深甚なる謝意を表する次第である｡

この報告書が今後バングラテシュ国の農村･農業開発プログラムと日本政府の有効な協力の進

展に役立つことを願うものである｡

なお本報告書は本協会の責任において作成したものであり,農林水産省あるいは日本国政府の

見解や政策を反映するものではないことを付記する｡

平成2年3月

財団法人 アジア人口･開発協会

理事長 田 中 龍 夫





目 次

1 外国援助に支えられたLLDC

2 日本の経済協力

第2章 一般概要

1 国土,国民

2 政治体制

tl)マクロ経済

(2)労働力

(3)貿 易

(4)援 助

4 人 ロ

u)人口増取 出生,死亡

(2)人口移動

第3章 農業経済の概要

1 国民経済に占める農業の重要性

2 生態系への適応としての農業生産

(1)デルタでの稲作

(2)近代的濯‡既への道

3 土地保有の不平等化の激しい農村社会

4 農業生産の動向と農業政策

(1)農業生産の動向

(2)農業政策の変化

(3)長期的要因の発現

第4章 調査対象地域の農村,農村開発

1 コミラ･ディスト)クトとナラヤンガンジー･ディストリクト

2 調査対象地区 (ウパラジ･レベルと村)

.1

.1

2

3

3

.4

5

5

6

6

9

1

1

.■.1

･l

1

1

1

l

.l

.1

.i



(11サダール･ウパラシ(ジョシュプ-ル村.ランプール村)

(2)ルフカンジ･ウパンラ

第5章 国際協力の課題

1 農業経済の展望 :制約と機会

(1)農業開発の課題

(2)制 約

(3)機 会

2 協力の課題

農業協力の課題

第6章 調査団メンバーおよび日程

付 資 料

調査対象地区･地図

調査票･見本



第 1章 総 括

1 外国援助に支えられたLLDC

バングラテシュは人口1億を超える世界最大のLLDCである｡全LLDC人口中約30%を占

め,その1人当たりGNPは1987年において160ドル,しかもその年成長率は1% (1980-87年平

均)ときわめて低く,年率2.6%という高い人口増加率によって,ささやかな生産増加がほとんど

すべて相殺されるという形になっている｡

しかもその成長も日本をはじめとする海外諸国の援助に依存する点が多く,貿易収支は連年赤

毛 その赤字を国際収支上埋めるものは一部海外送金の他はすべて外国援助といってよく,政府

財政支出においても外国援助がその45%を占め,総投資の65%,輸入の55%が同じく外国援助に

よる形となっている｡

消費者物価は年率10%前後 (1985年10.7%,86年11.0%,87年9.5%)の率で上昇を続け,対外

債務残高も85年5,978(百万ドル),86年7,272(百万ドル),87年8.851(百万ドル)と増え続けて

いる.1)
このように外国援助へ多くを依存せざるをえないことの原Eqとしては,1つには,外国に源流

を発する大河川のデルタ,そこでの洪水を中心とした,いわば気ままな風土に支配され,その不

安定をなお克服し得ていないということがあげられよう｡現に1987,88年と引き続いての大洪水.

殊に100年ぶりといわれる1988年の洪水は,食料生産を減らし,食料の緊急援助を中心としてさら

に外国援助を増加させることとなったが,この国としての課題はいかにして,外国援助をテコと

して,経済を安定させ,発展の軌道に乗せるかということである｡

このため,過去3回にわたり経済発展の5カ年計画が立てられて釆たが,85/86年に始まる第3

次計画では,次のような目標が設定された｡①計画期間中のGDP成長率は年率5.4%とする｡㊨

食料の自給自足の達成,つまり食料消費の10分の1を外国からの食料援助及び輸入に頼っている

現状の解消｡㊥人口増加率の引下げ｡④雇用機会の増大｡㊥これらによる人間としての最低生活
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条件の充足の確立等である｡

このため,86/87年次からIMF,世銀との共同で,潜流施設の拡充等による食料増産の他,工

業振艶 輸出増大,さらに行政機構の簡素化から,関税依存からの脱却を中心とした税制改革等

にも取組んでいるとされる｡

2 日本の経済協力

わが国との貿易関係は恒常的にわが国の側での大巾な出超となっているが,これはバングラデ

シュの輸出品たる一次産品に対するわが国の需要が限られている反面,その経済開発に関連して

の機械等重化学工業製品の輸入をわが国に仰ぐ関係にあるからである｡我が国のバングラデシュ

に対する88年の輸出額は2億8,000万ドル,これに対し輸入は8.500万 ドルという状況であるo

これに対し,わが国のバングラデシュに対する政将開発援助は87年で総額3億3.420万ドルで,

援助主要国中第1位で,対バングラデシュ二国間援助総額の36.7%のシェアを占める｡内訳は贈

与1億3,600万ドル,政府貸付 1億9,800万ドルで,贈与中無償資金協力1億2,500万ドル,技術協

力1,130万ドルである｡

有償資金協力中プロジェクト借款については,エネルギー,綿工泉 通信分野を中心とし,農

業関係では肥料工場の建設,改修がチッタゴン,ジャムナ,ゴラサール地区を対象に行なわれて

いることが注目される｡無償資金協力については農業,食料分野を中心とし,食料としての米の

供与 (食料援助),食料増産のための肥料,農業機械の供与 (食料増産援助),さらには潜流施設

整備への協力 (一般無償協力)がある｡技術協力については,88年度までに,研修員受入れ1,333

人 専門家派遣395人 調査摺派遣340̂ ,青年海外協力隊派遣1,090人となっているo

食料援助については,71年度以降はぼ毎年供与されており,主としてタイなどの米,およびア

メリカ小麦である｡潜流施設の建筑 整備関係については,74年度に深井戸掘削機材,76年度に

浅井戸掘削計画に対する無償援助がそれぞれ3億9,000万円.9億2,000万円行なわれ,また,87

年度,88年度については,ナラヤンガンジ･ナルシソジ地区末端濯灘施設復旧計画への無償援助

が,それぞれ1.05億円,5.36億円行われた｡

(注)

1)外務省｢わが国の政府開発援助｣1989
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第 2章 一般概要

1 国土,国民

バングラデシュは.1人当たりGNP(国民総生産)が160ドル(1987年,世界銀行の推計によ8)と,

世界の1,2を争うほどの最貧国である｡国土はベンガル湾に面するインド亜大陸の東端に位置し,

インド,ビルマと国境を接しているoその総面積は約14万4千平方キロメートル (わが国の4割

程度)と狭随である｡また,国土の大部分はガンジス (Ganges)川,プラマプトラ (Brahma-

putra)川,スルマ (Surma)川の沖積地から成る平坦な低地であるoとくに,国土の南

半分は200を越える支流が網の目状に走り,湿地帯が多いo気候は.熱帯モ1/ス-ン気候で,アガ

二期 (雨期,6 io月),ラビ一期 (冬期,ll 2月),′ヾドイ期 (夏期,3-5月)の3李に大

別され,年間降雨量は全国平均で1,600ミリ程度であるが,その大半は雨期に集中している｡

バングラテシュははぼ毎年洪水の被害を受けている｡その影響は,農業生産,工業生産といっ

た経済活動ばかりでなく,住宅,交通施乱 教育施設,公衆衛生,医療施設など国民生活全般に

及ぶ｡とくに,1988年8月から9月にかけて起きた大洪水が,社会経済に及ぼした深刻な影響は

記憶に新しい｡この洪水の主たる原因は,ガンジス川,プラマプトラJlは いった国際河川の上流

に降った雨であるといわれている｡1)このためバングラデシュ1国では有効な対策を打ち出せず,
治水は容易に進展していないのが現状である｡

こうした悪条件Tにある狭降な国土にもかかわらず,バングラデシュにはおよそ1億50万人

(1985年現在の推計)の民が居住している｡したがって,1平方キロ当たりの人口密度は1985年

においても690人強と世界有数の高さであるが,人口そのものが現在も年平均にして2%以上の速

度で増加し続けていることから,人口密度は今後さらに高まるものと予測されている｡後に詳し

く述べるが. こうした急速な人口増加は,すでに高水準にある社会経済に対する人口圧力をさら

に高め,今後,よりいっそう深刻な問題を惹起すると患われる｡バングラデシュ人は人種的には

ドラヴィダ,アーリア,モンゴルン系,そして先住民族の混血である｡また,その多く (国民の
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85パーセント)はイスラム教徒であるO

バングラデシュの識字率 (5歳以上)紘,23･8% (1986-87年)と非常な低水準にあり,教育

が国民の間に十分浸透しているとはいい難いoこうした状況は,労働力の ｢質｣の向上などに不

利に作用していると患われる○教育制度は,初等教育 (5-9敵 中等教育 (10-14歳), 高等

教育 (15-24歳)に分か頚1ているo就学率は初等･中等,高等教育とも緩慢ながら上昇しており･

1986-87年現在でそれぞれ84.0%,24･2%,3･3%に遠したとされているoバングラデシュ政府が

初等教育の充実に力を入れていることは, この数値からも明らかであるoLかし･他方では･初

等,中等教育とも就学率が低下していることを示す統計もあるが･2廃 十の性格や精度等に相違が

ぁると思われることから,いずれの妥当性が高いかは一概には判定できないOとはいえ･就学年

限を全うしないうちにドロップ･アウトする者も相当数いると思われることから･この初等教育

の就学率は多少は割り引いて考えた方がよい,と思われる0

2 政治体制

1971年.東パキスタンがパキスタンから独立してバングラデシュとなって以来,経済情勢の悪

化 大洪水による飢鯉,悪性インフレ,失業,政治腐敗など様々な理由によって政治的不安定が

続いた｡しかし,1982年にクーデターを起こしたェルシャド(HussalnMobammadEl･Shado)

陸軍参謀長が,大統領として全権を握って以来,安定した政情が続き,今日に至っている｡主な

政党には,与党の人民党 (Janadal),対する野党にはバングラデシュ民族主義者党(Bangladesh

NationalistPallty),アワミ連盟 (AwamlLeague)などがある｡

バングラデシュにおける政権の安定度は,国民のおよそ9割を占める農村人口をいかに掌握す

るかにかかっている｡このために,独立以降,農村地域の開発が重大な政治課題となったが,袷

安維持,徴孝削こ主眼をおいた旧来の地方行政制度では,これへの対応に支障が生じてきた｡こう

した状況の下で,エルシャド政権は地方行政制度の改革に着手した｡現在は,全国を4つのディ

ビジョン(DIVISion;地方),24のリージョン(Region;地域),64のディストリクト(DIStrlCt;

輿),462のウパジラ (Upazlla;準県),4,401のユニオン(Un10n;行政村),そして60,315のユ

ニット(Unlt;村)へと順に分割する制度を採っている｡とくに,ウパジラ (準県)紘,地石行

政の基礎単位となっている｡
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3 経 済

(1)マクロ経済

バングラデシュ経済の最大の特徴は,農業がその相対的な地位を徐々に低下させつつあるとはい

え,国民経済全般に対して依然として大きな影響力を有している点にある｡表1からわかるように,

農業のGI)Pに占める割合は低下してはいるが,1987-88年において38.7%と他部門に比べて格段

に大きい｡他方,製造業のGDPに占める割合は,9.7-10%の水準で停滞しており (1984-1988

年),工業化は容妄引こ進展していない｡ちなみに,世界銀行の推計によれば,農業のGJ)Pに占める

割合はさらに大きく,およそ5割である｡こうした特徴を持つバングラデシュの経済成長の動向

紘,農業部門の成長のいかんに大きく左右されることになる｡たとえば,鉱工業部門の成長が思

わしなくとも農業部門の生産が増大していればGDPの成長は好調になる (1985-86年)反面 鉱

工業部門の成長が順調でも農業部門の成長が思わしくなければGDPの成長率は低下する (1986-

87年) ことになる (表2参照)0

バングラデシュ経済にとって,農業部門は経済成長,食糧供給,雇用機会,外貨の獲得などの

表 1 部門別生産シェア1)
(単位 :%)

1984-85 1985-86 1986-87 1987-88

農 業 4

鉱 業 ･ 採 石

工 業

建 設 業

電気･ガス･水道･

輸 送 ･ 通

商 業

水

信

下

易

宅

衛

険

スビ

貿

防

保

12

00

糾

44

08

16

00

注1 1984-85年価格表示の部門別国内生産のシェアであるo

出所 BangladeshBureauofStatlStlCS,StatisticalYeaT･booho/血ngladesh
(1989).
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表2 部門別生産の増加年率1)
(単位 :形)

1985-86 1986 87 1987-88

農 業

鉱 業 ･ 採 石 -2

工 業

建 設 業

電気･ガス･水道･下水

輸 送 ･ 通 信

商 業 ･ 貿 易

住 宅

行 政 ･ 防 衛

鋭 行 ･ 保 険

そ の 他 サ - ビ ス

G D P

注1 1984-85年価格表示の部門別生産の増加率である｡

出所 BangladeshBllreauOfStatlStlCS,SblLSEICnLYeorbooJiOf劫Tlgladesh
(1989).

面で重要な役割を果たしている｡ この農業部門にとってきわめて重要な問題は,農業の生産性の

停滞もさることながら,農業生産が自然条件に大きく左右されることである｡すでに述べたよラ

に,毎年のことく洪水がおこるバングラデシュでは,国民経済に大きな比重を占めている農象

ひいては国民経済の受ける被害は深刻である｡ しかし,農耕地の肥沃さは洪水が運んでくる沃土

によって採たれている,ともいえるのである｡バングラデシュの農業生産は,洪水がもたらす沃

土とダメージとの微妙な/ヾランスの上に成立している,といっても過言ではないO この観点から

すれば,バングラデシュの国民経済は天災に対して脆弱な構造を有している,といえよう｡

(2) 労働力

労働力調査 (LabourForceSurvey)によれば,バングラデシュの失業率は1984 85で1.8

形,1985-86年で1.1%ときわめて低い水準にあるが, この数値は失業者 ･準失業者があふれてい

る現地の実状とかけ離れている｡一説によれば,失業 ･準失業率はおよそ30%に達する,ともい

われているのである｡統計上に現れた失業が低水準であることの主な原因は, ｢調査が行われた

過に非自発的失業の状態にあり,過去2カ月間求職していた者｣とする失業の定義にある,とい

えようoILOによれば,バングラデシュにおける経済活動人口の労働力化率は30%程度である｡

つまり,残りの約70%は経済活動に貢献していないことになる｡この点を考慮するならば,約30

%という失業 ･準失業率の方がむしろ現実に近い,といえよう.

この高失業水準は,後に述べる人口増加を考慮に入れると,きわめて深刻な問題と化す｡バン

グラデシュの人口は,近年,年率にして2%以上の高率で増加しており,また人口抑制を行うこ

とも容易ではないoこうした状況の下では,今後.労働年齢人口 (15-64歳人口)も2%以上の
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高率で増加することが,コンビュ-夕･シミュレ-ションによってすでに確かめられている｡こ

の急激に増加する労働年齢人口に見合う雇用機会を創出しなければ,失業問題は将来さらに深刻

化するであろう｡失業問題対策の成否の鍵を握っているのは,農村地域の開発であろう｡すでに

述べたように,農業は国民経済の重要な部分を占めており,また国民のおよそ9割は農村地域に

居住している｡しかも,彼らの多くは貧困,失業といった問題に直面している｡バングラデシュ

政府もこのことを認識しており,農業開発を第3次5カ年計画 (TheThirdFIVeYearPlan;

1985-1990)の重点分野の1つに据えているO

(3) 貿 易

輸出総額は,1980-81年の7億1,100万ドルから1986-87年の10億7,400万 ドルへと順調に延び

ている｡しかし,輸入額も増加したために,国際収支の改善はなされていない｡バングラデシュ

の輸出商品は,伝統的品目と非伝統的品目とに大別できる｡伝統的品目は,ジュート,ジュート製

品,慕,皮革製品などから構成される｡非伝統的品目は,エビ･魚介頬,表札 その他である｡こ

の中で輸出額の増加を担っているのは,皮革製鼠 衣料,エビ･魚介類である｡とりわけ,衣料

とェビ･魚介類の貢献は大きいo国際的にも有名なジュート,ジュ-ト製品の輸出は,国際的供

給過剰と化繊の影響による需要の減少,国内生産の停滞などの影響によって,輸出観 輸出に占

める割合とも減少した｡しかしながら,依然として,総輸出額の4割近く (1986 87年)を占め,

外貨の獲得に大きく言献している｡農産物は,国際貿易の面でも重要な役割を担っているのであ

る｡

(4)援 助

独立以降,バングラデシュに対しては,2国閤援助,多国間援助が数多く行われてきた｡1986

年の援助経線は,14億5,560万ドルである｡2国間援助の額ではアメリカの占める割合がもっとも高

く,次いで日本,カナダ,西ドイツの順になっている｡多国間援助についていえば,IDA,ADB,

UNDPの順になっている｡各国および各国際援助機関の援助対象分野は,農業生産性の向上 雇

用機会の増大 電九 鉄道 ･道路,食料援助,人口増加の抑制など多岐にわたる｡しいて特徴を

挙げるならば,日本以外の主要援助国は程度の差はあるものの人口抑制にかかわっていること,

また国際援助機関はエネルギー閲見 運輸交通,濯灘といった長期間にわたる資本集約的なプロ

ジェクトが中心になっていること,の2点であろう｡
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4 人 口

(1)人口増加､出生､死亡

人口の過度な増加は,生活水準の向上に対する大きな障害となり得る｡表3に示してあるもの

紘,バンクラデシュの経済成長率 (GNP成長率),人口増加率,および生活水準の指標である1

人当たりGNPの増加率である｡GNPだけを見ると,年次によって変動はあるが,近年では3 4

%の成長を持続している｡しかし,1人当たりGNPに目を転ずると,成長率はGNPより低くなり,

マイナス成長さえ散見される｡つまり,1人当たりGNPを生活水準のおおまかな指標と見なすな

らば,人口の急増が経済成長の成果を打ち消してしまい,一時的にせよ生活水準の低下が発生し

たことになる｡バングラデシュで生活水準の向上が容易に進展しない原尚には,経済成長が低水

準にあることもさることながら,人口の急増による部分も相当程度あるといえよう｡

表3 バングラデシュの経済と人口の増加率
(単位 :%)

年 次

経済の成長率

人 口 増

加 率l人当

たりGNP注 入口増加率の算定
は,次式による｡r-〔(Pt-Po)/り/〔0.5･

(Pt+Po))ただLrは人口増加乳 Pは人口.Oとtは時間を示すサフ
ィソクスである｡資料 WorldBank,WorldTables

1987.バングラデシュ政府はこの人口圧力を滅ずるために,第3次5カ年計画の中

で次のような政策自壊を掲げ,3)きめの細かい対策を

講じているO4)ィ.1990年までに,人口増加率を現行の2.4%から1.8%

へと減少させる｡ロ.2000年までに,純再生産率 (NRR)

5)をlにする｡ハ.1990年までに,家族計画の普及率を40%

まで上昇させる｡まず,バングラデシュの人口増加の原因を,出生率と死亡率の統計

から見てみよう｡表4に示されているのは,バングラデシュの総人口と人口増加率の推移であ

る｡この表からわかるように,人口増加の趨勢は1901年から1951年までの期間 (前期)とそれ以

降の期間 (後期)との2期に大別できる｡前期における人口増加は,非常に緩慢である｡総人口は50

年間に1,500万人 (-4,400万-2.900万)しか増加しておらず,人口増加率も1941年を除桝

ゴ1パーセント以下と低水準にある｡これに対して,後期では,各時期の人口増加率は2ノヾ-セント以上 (最高は



1971年の2.5パーセント)という高水準に達し,総人口は44年間に約 1億人 (1985年)と2倍以上

になっている.つまり,バングラデシュの人口急増は,1951年以降に増加率が加速度的に上昇し

たことによるのであって,人口が1億の大台に適したのはここ数年のことにすぎないのである｡

蓑4 バングラデシュの総人口と人口増加率

国勢調査実施年月日 人 口 (人) 増 加 率 (%)

1901年3月1日

1911年3月10日

1921年3月18日

1931年2月26日

1941年3月1日

1951年3月1日

1961年 2月1日

1971年3月1日

1981年3月5日

28.927,786

31,555,056

33,254.096

35.604.170

41.997.297

44,165.740

55,222.663

76.398.000

89,912,000

【
9

6

7

7

5

2

4

3

注1 1985年人口は,ハングラデシュ政府の推計値｡
出所 BangladeshBureauofStatlStlCS,SlaEESELCalPochelBooko/
血T7gladesh1989.

BangladeshBureauofStatist,lCS,StatzslicalYearbooko/
BaTlgladesh(1989).

さて,人口のこうした急増をもたらした要因であるが,一国の人口規模は基本的には出生率

と死亡率,換言するならばその差である自然増加率 (-出生率-死亡率)によって規定され

る.表5,表6はこれらの指標の推移を示したものである｡表5における出生率,死亡率の時系

列デ-夕には欠けている部分も多分にあるが,少なくとも次の2つの事柄を読み取ることができ

よう｡

まず第1は死亡率の急激な低下である｡1881年から1951年にかけて,バングラデシュの死亡率

は40%Oという高水準にあった｡しかしながら,この死亡率は19511 961年には29.7%Oへと低下し,

さらに1980年代には10%0台という低水準に達している｡このような死亡率の急落をもたらした要

因としては,｢欧米先進諸国からの進んだ医学 ･医薬品の導入｣が非常に重要であったことは間
違いない㌔)
第2点は,出生率の低下の開始時期･速度とも死亡率におくれたことである｡ 1960年代から

1970年代前半に,出生率は40-50%Oという高水準にあり,これが30%0台に低下するのは1978年以

降である｡この明確な低下傾向が表れた時期は,死亡率の場合に比べておよそ20年はどおくれて

いる｡また,その低下速度は,死亡率に比較して緩慢である｡残念ながら,出生率の推移は,死

亡率ほどには時代を遡ることができない｡しかしながら,1960年以前の出生率水準をそれ以降の

出生率の趨勢から推し量るならば,常識的に見て,少なくとも40%o以上の高水準にあったといっ

て差し支えないであろう｡出生率が緩慢にしか低下しない要因として紘,①多産を歓迎する通念
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蓑5 バングラデシュの出生率.死亡率,自然増加率
(単位 :繋｡)

年 次 普通出生率

96

61

63

64

65

鴨

75

78

80

81

82

約

84

85

86

87

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

年 次 普通死亡率

0

l

1

2

2

2

1

1

年 次 自然増加率

出所 BangladeshBureauofStatlStlCS,StalistLCalYea,･boohof劫,zgladesh
(1989).

蓑6 国連推計によるバングラデシュの出生率,死亡率,自然増加率

(単位 :%o)

期 間 出 生 率 死 亡 率 自然増加率

1950-55

1960-65

1965-70

1970 75

1975-80

1980-85

出所 UnitedNations.Ⅵ′orLdPopulaLLO'IP'･ospeetsandProJ'ecかonsas
Assessedin1982

-18-



が社会の隅々にまで行き渡っていること,㊥貧困のゆえに子供,とくに男児の労働力としての経

済的な価値が高いこと,7)㊥乳幼児死亡率が高水準であること,8)④以上の3要因の影響により家族

計画が容易に普及しないこと,等を挙げることができよう｡

緩慢にしか低下しない出生率と急激に低下する死亡率がもたらすものは,当然のことながら,

高水準の自然増加率である｡データの制約から,自然増加率は1980年代についてしか計算できな

かった｡しかしながら,1980年代においてさえも,この自然増加率が20%Oという高水準にあるこ

とと,その低下がきわめて緩慢であることの2つの特色を読み取ることができよう｡バングラデ

シュの人口は, この高自然増加率のゆえに急激に増加してきたのである｡

要約するならば,バングラデシュの人口急増は,①1950年以降死亡率が急速に低下した反面

㊥出生率の低下が始まったのは1970年代後半とおそく,しかも低下速度が緩慢であったために,

④1950年以降自然増加率が急上昇したことによって生じたのである｡このことは,国連の推計し

た出生率.死亡*,自然増加率の動向からも読み取ることができる (表6参照)0

人口急増の人口学的要因は,こうした人口動態の推移によって説明できよう｡しかしながら,

人口の増加を持続させ得た条件は何か,という問題が残る｡出生率が容易に低下しないことの要

Eqは,先にも幾つか挙げた.しかし,1平方キロメートルの人口密度が690人強というバングラデ

シュのように.人口圧力が極限ともいえるほどの高水準に適した場合,常識的に考えれば,そう

した要因はもはや作用しなくなり,社会規範や人々の価値観･意識は多産から少産へと急速に変

化し,人口増加率は大幅に低下するはずである｡ところが,現実の出生率,自然増加率の動向か

らわかるように (表5,表6参照),そうした顕著な動きは出現していない｡

この問題について,ある研究者は次のように述べているO｢′ヾソグラデシュの貧困の要因とし

て頻繁に引用される人口密度の高さは,実際には土地の肥沃さの証しでもあるo歴史的には,バ

ングラデシュ･デルタの高人口密度は,ナイル川沿岸のそれと同様に,十分な農業供給によって

可能だったのである｡ -都市化率の低さが, このことを明らかにしている｡バングラデシュ人の

9割は農村に住んでおり,そのほとんどは土地から生活の糧を得ているのである｣09)この説によ

れば,｢黄金のベンガル｣(GoldenBengal)といわれる農業の豊かさ,人口扶養力の高さこそ,
人口急増を支えてきた主要因である,ということになる｡ このような条件がごく最近まで続いて

きた,といえよう｡

(2) 人口移動

高い人口扶養力を有するバングラデシュの農村地域ではあるが,近年,状況は大きく変わりつ

つあるように思われるOイスラム法によれば,農地は男児によって均分相続されることになって

いる.10)他瓦 人口増加率を地域別に見ると,国民の9割近くが居住する農村地域の人口の自然増

加率は,とりわけて高いことがわかる (表7参照)｡ この2要因の相乗作用によって,農地は増加

する男児の問で世代ごとに細分化され,ついには農業だけでは生計を立てることが困難な群小な

農家が生み出されることになるOこうした状況の下で,土地の売軌 貸借関係や担保関係と社会
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階層とが複雑に結付き.土地探有の不平等化 そして農業労働者 (LandlessLabour)の増加が

進展することになる｡土地所有の不平等化の進展は,図1のローレンツ曲線から読み取れよう｡

また,農業労働者の増大は,今E],すでに深亥は 社会問題となってきている｡1い

図1 土地保有の不均等度

0 20

40 60 80 100世等の割合 (%)出所 MushtaqAhrned,BangladeshAgrECultu'e･

表7 都市･農村別の人口自然加率

(単位･形)全 国都 市郡 部出所 BangladcshBuleauOfStatlStlCS,StalEStZC

alPocketBooko/Bangladesh(1989).上記のプロセスを通じて,農村地域の失業者,準失業者は増大することになる｡こうした



村地域から都市への移動が明確に見られる｡また,世界銀行のある推計によれば,1951-61年には

年平均4万人であった農村一都市間人口移動が,1961-74年には5倍の20万へと増加した,とされ

ている012)

農村一都市間人口移動がもたらすものは,人口の都市化の進展である｡表8に示されているの

紘,バングラデシュの都市化傾向である｡都市人口割合は相対的に小規模であるとはいえ,その

割合は1901-21年の2.4-2.6%,1931-51年の3.0-4.3%,1961-81年の5.2115.2%へと加速

度的に増大している｡とくに最近の伸張は目覚しい｡こうした人口の都市化の進展には,都市の

定義の変更が影響していることも確かであるし,13)また,都市人口それ自体の自然増加も貢献して
いることであろう｡しかしながら,人口都市化の進展の相当部分は,農村地域からの人口移動に

図2 ダッカ市への人口移動

出



よるものである,といえる24)

人口移動に関する大規模な調査の代表的なものとしては,バングラデシュ下痢性疾患国際研究

センター (Internat10nalCenterforD.arrhoealDISeaSeResearc-h,Bangladesh;ICDD

RB)の調査があるので,15)これに基づいて少し見てみようo表9に示されているのは,同センター

(ICDDRB)が調査している農村地域,マトラブ･タナ (MatlabThana)のデータに基づく人

口移動の分析結果である0161表中の純移動率 (-流入率-流出率)からもわかるように,1970-

71年期を別にすれば,マトラプ･タナは男女年齢の別なく人口の流出を経験していることにな

る｡1970-71年期は純移動率がプラスに転じた唯一の期間であるが,これは独立戦争の影響に

蓑8 バングラデシュの都市化傾向
(単位 一%)

国勢調査 総人口に占める割合 年 平 均 増 加 率

年 次 都 市 農 村 都 市 農 村

901 2.43

l

-上
.1

l

.l

1

4

1

2

3

4

5

6

7

9

9

9

9

9

9

9
*

9

8

8

1

7

1

5

8

5

5

1

4

8

0

3

3

0U

8

5

6

5

0

8

3

2

0

0

0

1⊥
0

･･1
2

1

注 *1974 1980年の総増加の約30%は,1981年に拡大された都市の定義に

よって説明できるo

出所 AbdulHyeMondal,"RurallndustrlalizatlOnaSaToolfor

Rural-Urbanhltegrat10nlnBang一adesh,"BIDSlbearchReport,

No.84.December1988,p.8.

よるものである｡こうした事実は,先に述べたプッシュ要因が農村地域で作用していること示し

ているo同じデータに基づく別の分析結果によれば.移動先は大都市地域である.と結論づけら

れている017'バングラデシュで農村一都市間移動が激化していることは,確実であろう｡

このことは,国勢調査からも確かめられる｡近年になるほど,ダッカ (Dhaka),チックゴン

(Chittagong),クルナ (Khulna)といった大都市を抱えるリ-ジョンへの流^,それ以外のリ

ージョンからの流出が,ともに増大してきているのである (表10参照)0

さて,農村一都市間人口移動が続くかぎり,人口の都市化は今後も進展することになる｡表ユ1

に示されているのは,バングラデシュの都市化に関する国連の推計値であるが,都市人口は2025

年には1985年現在の6.6倍である7,900万にまで達することになる｡地方,農村人口は同じ期間で

はi･6倍にしかならない｡都市化の進展が,いかに急激であるかがわかろうO人口移動がもたらす

過度な都市化は,重大な社会問題の原因となる.都市地域における住宅間嵐 雇用間嵐 交通問
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執 上下水道の充気 電力供給などは,バングラ,jllシュではすでに深刻な状況に陥っている018'
今後,人口移動によって都市人口が急激に増加した場合,いかに社会資本を充実させる努力を行

ったとしても,その努力自体が移動を促進させるプル要因となって流入人口をさらに増加させる

可能性もあり,状況の好転は望めそうにもないであろう｡

農村 都市間人口移動は,また都市地域における貧困問題をもさらに悪化させるであろう｡都

市に流入した者の大半は,正業につくことができずに,インフ*-マル ･セクタ- (Informal

sector)に吸収される｡流民 (FloatingPopulaも10n)と化した彼らはスラムに沈澱し,貧困,栄

養不良 保健衛生等の面で様々な間超を引き起こすであろう.そうした兆候は,現時点において

もすでに現われている39)
衰10 純 移 動 数

純 移 動 者 数

Bandarban (パンダーバン)

ChluagOng (チ ックゴン) +14.471
ChlttagOngH/i､.(チソタコソHT) +20,OO各
Comllla (コ ミ ラ) 76.933

NoakllaIl (ノ ソ カ リ) 一95,045

Sylhet (シ レ ッ り +58,492

Dhaka (ダ ッ カ) -57.402
Farユdpur (フライドプール) 13,331
Jamalpur (ジャマルプール)
Mymenslngh (マイメソシソ) 29.755
Tarlgall (タ ンガイル)

BarlSal (バ リ サ JL,) 十10.964

+36,473 +52,592

+50,513 +90,849
189.g85 -358,045

202,507 -261,226
十96.813 +130,675

十50.846 +578.654
63.213 -252.777

122,739 lil,250
- 96.870

-51.140 -14.478
Jessole (ジェソ - レ) +20,385 +ll4,927 +40.321

Khulna (ク ル ナ) -手37.666 +74.042 t227,225
Kushha (ク シュテ ィア) +I,608 +4.475 +19.199

Patllakhall (パ トゥア カ リ) 一 一184.540

Bogra (ポ プ ラ) +647 ll-577 -16.488

Dlna)pur (ディナジプール) +20,L170 +75.381 +IS才.409
Pabna (パ ブ ナ) -37.500 +70.615 -99.166

RaJshahl (ラジシャヒ) +38.182 +66,651 +60,887
Rangpul･ (ランプ-ル) +86.473 +141.655 +62,029

+38.877

づ209,083
+99.968

+584,703
409,030

+197,761

+i.142,369

-406,463
-21,343

-226.925
43.809

380,307

+57,836

十285.272
3.679

24.392

十2.099

+165.487

-105,157
+25.859
-18.803

出所 BangladeshBtlreauOfStatlStlCS,Stalz･slicalYearbookof良ITlgbdesh(1989).

表11 バングラデシュの都市化傾向推計結果
(単位 .100万人)

1985 1990 1995 2000 2005 2010 2015 2020 2025

101.15 115.24 130.32 145.80 161.41 177.05 191.92 206.00 219.38

12.01 15.71 20.52 2662 342〔1 43,47 5405 65.85 78.76

8914 99.53 109.80 119.18 12722 13358 13787 140.15 140.63

489 6.53 8.61 11.16

出所 UnltedNations,TheProspectso/WorldUrbantzalLOTt;ReuLSedasof1984 85,UnltedNations.New
York,1987
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これまでの議論か らわかるように,人口移動が惹起する諸問題はバングラデシュにとって大き

な脅威となりつつある｡この脅威を軽減するには,各種の都市政策等を推進することもさること

ながら,農業部門を発展させることによって農村地域の人口扶養力を高め,農村 都市間人口移

動を沈静化させることが必要であろう.農業開発は,今後のバングラデシュ経済の発展を図る上

において,ますます重要になることであろう｡

(注)

1)一説によれば.バングラデシュの洪水を引き起こした水の8割はインドからのものである,といわれて

いる｡

2)世界銀行およびユネスコの統計によると,就学率は初等教育 中等教育とも低下している｡

3)しかしながら,この政策目標はこの期間内では実現不可能であることが既に明らかになっており,バン

グラデシュ政府は政策目標値の見Ij:おし作業に着手しているようである｡

4)家族計画のみならず.家族言‡画への動機づけ (情報･教育 ･宣伝),保健 (予防接種)をはじめ,出生抑
制に効果があるとされる様々なプログラムが考慮されている｡

5)純再生産率 (NetReproductionRate)の意味を簡単にいえば,母親から生まれた女児が母親の世代ま

で生き残って,これに取って代ることを表す指標である｡純再生産率が1である場合には,人口は減少も

増加もしない (単純再生産)o純再生産率が1よりも大きければ人口は増加 (拡大再生産)し, 1よりも′ト

さければ減少 (縮小再生産)する｡

6)iく.DavIS,L'TheAmaslngDecllneOfMortalltylnUnderdeveloplngArea."AmerLCan助o'10m一e

ReuieuJ.Vol.46,No.2(May.1956).pp.305-318.

7)また,イスラム法の影響により,男児は遺産相続の面でも有利であり,この要因も多分に影響している

ものと思われる0

8)夫姑は,乳幼児の死亡する危険性が高けれは.当然,理想とする子供数を実現するために出産を多くす

る｡したがって,乳幼児死亡率の低下は出生率低下の前提条件であって,また乳幼児死亡率が低下すれば

出生率も低Fする.と考えられている｡今日の人口学にあっては, こうした考え方は,乳幼児生存仮説

(ChildSurvIValHypothesis)として知られている｡詳細は,下記の文献を参照されたいo

大塚友美,｢乳幼児生存仮説の検証｣,『経済集志3第55巻第3号,1985年10月,65 93ページ.
9)BetsyHaltmann&JamesK.Boyce,AQuietVLOle'ICe,TheUnlVerSltyPressLlmlted,Dhaka,

1983,p12.

10)ElrlkG.Jansen.Rurol蝕'1glodesh:Compeliton/or故arceResources,UnlVerSltyPressLlmlted,

Dakka,1987,p.66.

ll)NaslrUddlnAhamad,La,ldlesnessm血,tgladesh.UniversityPressLimited,Dakka,1988.

12)AbdulHyeMondal,'LRuraH71dustrlallZat10naSaToolforRul･a1Urbanlntegrat10nln

Bangladesh,"BIDSReseoTIChReport.No.84,December1988,pp,13.

13)1974-81年における都市化の急激な進展は,都市地域の自然士別札 農村-都市間人口移動もさることな

がら,その約30%は都市区域および都市地域の定義の変更にも影響されているといわれている｡

AbdtllHveMondal."RurallndustrlallZatlOnaSaToolforR11ra1UrbanIntegrationln

Bangladesh,'-BIDSReseaT･ehRepoT･E,No.84,December1988,pp.8-9.

14)世界銀行の報告によれば,1961年には都市住民7人のうち1人が農村からの移動者であったが,1974年

には都市住民5人のうち2人は農村地域からの移動者になった.としている｡

AbdlllHyeMondal,"RurallndustrlalizatlOnaSaToolforRul･81-UrbanlnteglatlOnln

Ballgladesh,"BIDSResearchReport.No.84,December1988,pp.13

15)このサンプル調査は,人口調査システム (DemographicSurveillanceSystem)を通じて収集される｡

これは,調査対象となる農村地域を調査員が定期的に巡回し,出生,死亡,結晩 移動といった人口動態
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情報を収集するものであって,どちらかといえば人口動態統計制度に準じる性格を有している.バンクラ

デシュにおける人口移動研究のほとんどは, このデータに基づいて行われているといえる｡ICDDRB自身

も, このデータの分析結果を発表している｡ この点に関しては,ICDDRBScientlflCReport(No,58,59,

60,61,62,64,65,66)を参照されたい｡

16)この分析の詳細に関しては,下記の文献を参照されたい｡

RaflqulHudaChaudhuryandGeorgeC.Ctlrlin,'1DynamicsOfMlgratlOnlnaRulalAleaOf

Bangladesh,"77te蝕ngladeshDeuelopmeTZISludLeS.Vol.3,No.2.April1975,pp.181 230.

17)RafiqulHudaChaudhuryandGeol･geC,Curlln,"DynamlCSOfMigrationlnaRulalAreaof

Bangladesh/'ne血ngladeshDeuelopmenlStudies,Vol.3.No.2.April1975.pp.181-230.

18)RafiqulHudaChaudhuryandGeorgeC.Culllln,''DynamlCSOfMlgratlOninaRuralAreaof

Bangladesh,"The血ngLadeshDeuelopmeTZtStudies.Vol.3,No.2.April1975,p.233.

19)こうした状況の厳しさは,下記の文献から知ることができる｡

BangladeshBureauofStatistics(BBS),AQzseStudyonFloati'lgPopLElal10THnDhahaCity

1986.June1988.

BangladeshBureauofStatlStlCS(BBS),ReportonEkeSlum AreaCbTISuS1986,June1988.

BangladeshBureauofStatlStlCS(BBS), Soc10-Ebonomle&Demog'･apfHC馳rueyo/SIELm

凸〃ellerso/DhahaSMA1987,May1989.

Md.AbdulQua°erMlah,etal.,UpgladmgaSlumSkltlemeTutnDhaha.AslanlnstitllteOf

Technology,BaJ唱kok,1988,
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第 3章 農業経済の概要

1 国民経済に占める農業の重要性

バングラデシュの国民経済において,産業構造･雇用構造 ･貿易構造いずれの基準からみても

農業は圧倒的に重要である｡農業が国内総生産に占めるシェアは50%前後であり,生産面でもっ

とも重要な産業となっている｡また,国内総雇用の75%程度が農業部門に就業しており,バング

ラデシュの人々に雇用機会を提供する点においても農業は決定的に重要な役割を果たしている｡

さらに,バングラデシュの総輸出額の80%程度が農林水産物で,外貨収入獲得面においても農業

の重要性は明らかである｡

ところで,バングラデシュと同じような発展局面に位置する国々と対比してみると,バングラ

デシュは耕地面積当たり総人口,あるいは耕地面積当たり農業人口いずれの指標でみても人口密

度がもっとも高い (表1)｡耕地に対する人口圧力は現在すでにその極限にまで達しているといえ

そうである｡さらに,同じアジア地域の中では,籾の面積当たり収量の水準が示しているように,

けっして農業の技術水準が高いとはいえない｡後でふれるように,生態系の条件に規定されて農

業の技術革新が困難であるという事態はバングラデシュ農業の大きな間凄点である｡大河川下流

の氾濫原という生態系条件のゆえに,大規模な自然改造も困難であり,降雨によっては大洪水が

頻発し,それによって農業生産が不安定化し,かつまたその結果として国民経済のパフォーマン

スが強く影響されてしまうという経済の弱さをバングラデシュは持っているのである｡

バングラデシュ農業の現状をおおづかみにみておこう｡まず,国内生産力の規模は,穀物では

ぼ1,700万t程度である｡ このうち大半が米で1.550万t程嵐 小麦の生産規模は約120万t程度に

すぎない｡国内産の穀物で農民の自家消費を除いた市場流通量は700万t程度であり,そのうちの

大半が米ではぼ600万t,小麦は70万t程度である｡他方,国内の穀物総需要はほぼ1,860万t程度

である｡したがって,国内生産では毎年はぼ200万t程度が不足してしまい外国からの輸入や食糧

援助に依存せざるを得なくなっている｡これを人口1人当たりに換算すると20kg程度となる0
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表 1 国際比較の視点からみたバングラデシュ農業(1982年)

耕地面積当り 耕地面積当り 税 収 量 感溌比率 耕地面積当り
総 人 口 農 業 人 口 肥料使用量
(人/ha) (人/ha) (t/ha) (形) (k9/hLl)

バングラデシュ

ヒ ノレ マ

インドネ シア

パ キ ス タ ン

フ ィ リピ ン

タ イ

イ ン ド

出所 Mahabub,HossalnSet.al..FeT･LutZeTtConsumpEzoTt,PrECLTtgandFoodgraln
P10dLLeELOTtLn励nglodesh,IFPRl/BIDS.

1986年の実績では1人当たり商業輸入量は12k9,そして食糧援助として受け取った穀物も同じく

12k9という水準であり,これはアジア地域で最高となっている｡ついで人口1人当たりカロリ一

摂取量は約1,900Kcal/日にすぎず, これも開発途上国の中ではもっとも低い水準である｡人口の

約3分の1が栄養不良状態にあるとされており,かつ.総力ロリ-の約85%は穀物から摂取して

いるので,蛋白質やビタミンの不足という栄養上の問題も深刻な状態にある｡

2 生態系への適応としての農業生産

バングラデシュにおいては今日もなお基本的には,その特異な生態系の条件への適応として

農業生産が営まれている｡地形と降雨とに規定されたバングラデシュの生態は,容易に人間

の改造を受けっけるようなものではなく,古くから農民の営農的知恵にもとづくそれへの適応と

して農業生産が営まれているのである｡

バングラデシュの地形は,ガンジス･プラマプトラ両大河下流の活発な氾濃原で,低湿地帯

および河川 こよって形成されたデルタや潮汐デルタなどからなっている｡ この沖積土デルタの上

を無数の大小の河川が縦横無尽に走っている｡この地帯は海抜高度が低い一一万,乾期･雨期の水

位差が大きいことから,後でふれるように海抜高度のわずかな相違に応じて多種な稲作がなされ

ている｡

バングラデシュの国土の大部分は以上の低地のデルタであり,海抜高度が高い丘陵地帯は東

部のチックゴン丘陵と北部のシレット丘陵だけである｡チックゴン丘陵では,傾斜地を覆う竹林

が周期的にジュム耕作のために切り拓かれており (いわゆる焼畑農業),南北に走る谷の中にある

沖積氾荘原が恒久的な耕地となっているOさらに,シレットとチックゴン丘陵に沿って旧沖積段

丘の土壌に似た粘土ロ-ム屑からなる低い卓状地が走っている｡ この地帯は比較的水はけが良く
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平坦なため茶園として開発されている (図1,図2)｡

年間降雨量は,西部の1,500mmから東へいくに従い増加し,シレットやチックゴンではほぼ

3,000m皿に達している｡降雨に関しては次のような3つの季節を区分できる011月から3月までの

乾期 (ラビ一期),4月･5月の小雨期 (バドイ期),そして6月から10月までの雨期(アガ二期)

である｡年間降雨量のはば80%が雨期に集中している｡年間降雨量は地域によってかなりの差が

あるが, この3つの季節別降雨分布には大きな地域差がみられない｡

バングラデシュ農業にとって重要な事実は,小雨期から雨期の初めにかけての降雨が不確実

なことである｡ この時期に降雨量が極端に変動することは農業生産を非常に不安定でリスキ-な

ものにしている｡さらに年によってはサイクロンと洪水,または干ぱっがおそってくることも大

きな生態系の制約となっている｡

図 1 バングラデシュの地形

出



図2 主要作物の組合せ地域区分

出所 図1に同じ｡(1

) デルタでの稲作ここで,バングラデシュ農業の中心ともいえるデルタ平原部での季節別農

業生産活動について確認しておく｡季節別生産活動は,降雨の季節別分布による水の利用可能性

と農地の位置とに強く規定されたものとなっているoまず,降雨の時期と量による3つの季節区

分に従って次のように,3つの作期が認

められる(図3)00 ラビ一期は10月の終わりから3月ないし4月までの乾期に対応してい

る｡ この期間の作付け面積は耕作面積の30%程度に過ぎないが,雨期に保存された土壌中の水

分に主として依存している ｢乾地｣や虐政地では多くの種類の作物が栽培されている｡｢乾地

｣ラビ一期作物は小麦,油料種子,豆類,野菜類,タバコなどであり,瀧沢地ではポロ稲がも

っとも重要な作物でである｡これらの作物の中には次の作期の初めには収穫されるものがある｡



図3 バングラデシュの作物カレンダー

月 別ー川 い 月f5月f6月い flf8Bf9月ll叫 日月lr2月ll月[2月l3月い月い 月J6月f7月い 月

挿木InyTl Jt大 161 348 536 874 780800 711 518 99 51 nl94 l61 348 536 &74 780SOD中位 36 94 295 439 396 358 302
り7 ～ 0 1 6 36 94 拘5 439 3983SfZJt小 0

51 0 91 78 1】4 0 51 80A00 51 0 91 78 1ー4平均気強 .C 長講 3l 33 32 3l 31 3ー 30 31 28 26 25 27 3
l 33 32 3l 31 3l

長政 18 22 23 25 26 25 24 23 l7 13 12 14 lB 22 23 25 28 ～5

作 期 ドヾイ叫一一一一一一一一-...●-ピーか ′ 一 ,,ン朔ニ

ラ- -～ = nr,捕 _Jlt(自伝gE 宅地 7mt井Jt心血

マンゴー 主=,PVLQ,4'x糾 HH マンゴーm 応) Ji也A叫 戸

うt=J-相 対 アマ.Na一 房 . .,T7ス.帽 度.
7.さとうさこ′ H

さ

とうe【′中也JiEB 5巾 PSS アウス周 H

′ r タバコ 〃 llps 中空 H IP S ジュート Hp
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期はラビーとバドイの耐乍期にまたがっていることになる｡また, この期間中アマン稲以外の

作物はほとんど栽培されない｡

もっとも高地にある ｢囲いのない開放耕地｣では,バドイ期にアウス稲とジュートが栽培され

ている｡アウス稲は ｢高地｣用品種であり,洪水のない土地で直播きされ高温多湿な雨期の8月

に収穫される｡ジュートはアウス稲に比べjlは洪水に強いが,長期間にわたって洪水の中で栽培

されると品種が低下する.また,モンスーンによる降雨責が異常に多い時期には農民は腰まで水

に浸って収穫しなければならない｡アウス稲とジュートのうち1つが栽培されてきた土地では,

翌年のバドイ期の前の9月には耕起して食用油用のカラシナを播種することもある｡タバコもこ

の時期に適しており,農家の近くにある畑から順に折が植え替えられる｡アウス稲を播種した所

では,アマン稲をアウスと混播する場合もある｡この慣行はどちらかの作物が不作になったとき

の危険分散を意図したものであるが, このような栽培方法ではいずれの作物も最高の収量が得ら

れない｡

どの農村でも,ほとんどの土地が ｢平地｣かそれよりも低い位置にあり.そこではアマンが主

要な作物となっている｡このような土地は一般に重い土壌であるため雨期の前に排起することが

困難なので,まず ｢小雨親｣の雨によって全面的に土壌を湿す必要がある｡最高の収穫をもたら

すのはモンスーン初期の雨で冠水した水田に菌床から移植されたアマンである｡水田には多量の

降雨や川の氾濃によって栄養分を豊富に含んだ十分な水が貯えられるからである｡移植された稲

が豊作となるためには10月にもう1度雨が必要であるが.その後,水田は乾かされ稲は成熟して

ll-12月に収穫されるo通常の慣行では,成熟しているアマンの間にガラス豆 (Khesarl)など

を播種して,乾期の初めの食糧にもなる有用な ｢間作｣を行っている｡

それより低い土地では当然洪水の危険が増大してくるため,アマンの直播種の中でも背の高い

(長梓型)ものが播種される｡直摘アマンの場合,土地整備は移植用に比べると粗略でよい｡ア

マンをよく根づかせて洪水がさても水面上に穂を出して成長し続けられるようにすればよいから

である｡アマンの在来種は1日に少なくとも2.5cmの割合で成長し,品種によっては30cmも成長

する｡長梓または ｢浮き稲｣のアマン種は茎が7mの長さにも及び,深さ45mの水に浮かんでい

ることも珍しくない｡

もっとも低い土地である自然堤防の後背低湿地では,早く洪水に見舞われるためアマン米を栽

培することはできないが,他の多くの地域では洪水 (あるいは局地的に潜った雨水)が引き始め

るとすぐにポロ稲が栽培される｡乾期ポロ稲は水田が乾く前に移植されるが,1月と2月の雨が

降らない時期には潜流が必要であるoその際.水溜りから水を揚げるために片持ち梁方式で操作

される揚水具 (ドンあるいはドンガ)や揚水シャベル,ロープで揺らすザルなどが使われていた

が,最近では低揚水ディ-ゼルポンプが広く使用されろようになりポロの生産性は高まっている0

(2) 近代的港.;既の導入

バングラデシュにとってほ,その耕地を最大限に活用することがもっとも重要な課題である｡
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雨期以外の耕地利用率は50%以下にすぎない現状からみて,水さえ供給されれば総作付面積を拡

大する余地は充分に残されているといえるO

バングラデシュの磯波は伝統的には ドン (Dooms,木の幹をくりぬいた長い樋を粘土で作っ

たおもりで操作するもの)とザルによるくみ上げ (Swlngbaskets)が主体であった｡これらは

かなり労働集約的かつ安価な磯概方法で.バングラデシュの農村経済の状況に適合したもので

あった｡しかし,これらの伝統的方法ではとくに乾期の水供給を効率的に増大させることは非常

に困難であったOそこで近年,近代的濯概施設が導入されてきているOその中心は低揚水ポンプ

(Low-liftPump)と管井戸 (Tubewell)である｡

低揚水ポンプを使用するための前提条件は,乾期でも十分に豊かな表面水源が存在することで

ある｡メグナと南部ダッカの湿地帯の沼沢や河川,さらに非塩性デルタの河川がそのような主な

水源となっている｡もちろん,これらに類する水源はバングラデシュ国内のほぼ全域にわたって

存在するが,その規模は小さいoまた,管井戸の場合には十分な地下帯水層もしくは貯水層が必

要である｡バングラデシュの場合,それらは普通,砂質もしくは硬質のデルタ沖積層に存在する｡

管井戸潜流がバングラデシュ農業に初めて大きな衝撃を与えたのは,北ベンガル平原でのこと

であった｡この管井戸計画には地下貯水を吸い上げ,ラビ一期及びバドイ期にも給水できるとい

う特徴があるOそして,ラビ一期の32%が濯潤されたことによって,この季節における作付形態

は大きく変化した｡

管井戸は,大規模な水路藩政システムに比べて農民達の協力がいっそう得やすい規模のものと

考えられる｡通常,井戸は相互に1kmはど離れて敷設され,電動ポンプで汲みあげられた水はコ

ンクリ-ト製の水路を経て耕地に給水されるOこれらの管井戸は,次に述べる低揚水ポンプに比

べ給水単位面積当たりの投資額が8倍にものぼるといった問題点はあるが,乾期の終わりに確実

に給水できるといった点で優れている｡

乾期を通じて河川水流が存在している地域では,低揚水ポ1/プは確実な濯慨給水のためのもっ

とも効果的な方法である｡したがって,早急に食糧を増産しなければならないという切迫した状

況の下では魅力ある方法となっている｡

管井戸や低揚水ポンプに比べると,用水路による磯波はバングラデシュではほとんど発達

していfiいOそ頚1は,河川の流れを用水路に転換させるための堰堤を築くために充分堅い岩盤が

デルタ平原では少ないためである｡また,デルタ平原での起伏が少なく,重力を利用した送水シ

ステムを広範囲に導入することができないという条件もあるからである｡これまでに実施された

唯一の大規模取水事業は西部でのガンジス･コバダック計画であり, これはガンジス河からポン

プで取水し用水路網に放流することでクシュティア･ディストリクトの農業生産活動を刺激しよ

うとするものであった｡この事業によってこの地域では移植アマン作が促進されてきたといえる｡

最新年次におけるバングラデシュの潜流関係の統計を表2に示しておく｡まず,総濯況面積

543万エ-カーは,純作付総面積2,188万エーカーの24%である｡虐灘面積の比率はやはりまだ低

いOついで,感慨施設別では管井戸瀧況面積がもっとも多く,ついで揚水ポンプである｡これら
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に比較すると用水路潜流面積はかなり小さい｡また作物別では,圧倒的に米のポロ期作が大きい

ことが示されている｡

表2 濯滞面積 :1986/87

(単位1.000エーカー)

藩政施設別面積

近代的

揚水ポンプ

管井戸

用水路

伝統的

ドン

ザノレ

その他

作物別虐政面積

米

マウス

アマン

計

ロ

ト

ポ

麦

テ

菜

小
ポ

野

合

9

2

4

6

4

3

1

1

45

出所 AgrlCtllturalStatlStlCSWing,BureatlOfBangladesh
StatlStlCS

米の高収量品種の導入に関しては,iR種を中心とした高収量品種が1970年代に入ってから導

入され始めた｡米の作付面積に対する高収量品種作付面積の比率は,1969/70年にわずか.2.6%で

あったものが,73/74年には15.7%に達したが,その後は停滞を続U,最近では20%強の水準にと

どまっているO漕濃施設がととのっている耕地では,ほほ完全に高収量品種が作付されているが,

それ以外では高収量品種の普及率は非常に低いままである｡

ここで耕地の利用率をみておくと,1986/87年時点で全耕作可能面積は,2,284万エーカー,純

作付面積は2,188万エーカー,そして粗作付面稗は3.488万エ-カーとなっており,作付集約度は

159%となっている (StatlSticalPocketBookofBangladesh,1989)0

3 土地保有の不平等化の激しい農村社会

バングラデシュ農業の社会経済面での特徴を一言で表現すれば,極端に少ない土地とそれに対

比して過剰な労働力の存在である｡1982年時点で耕地面積lha当たり農業人口は8.7人の水準に

一34-



逢しており,インドネシアの6.1人をも上回ってアジアでは最高となっている｡同じ南アジアのイ

ンドの2.7人 パキスタンの2.4人に対比してみてもバングラデシュの農地に対する人口圧力の高

さが明らかである (表1)0

デルタ地帯での耕地拡大の余地がもはやまったくないにもかかわらず,人口増加率は決して有

意な低下傾向を示してこなかった｡土地人口比率の傾向的な低下は,イスラム法慣習による土地

の均分相続を通じて,まず農家1戸当たり平均耕地面積の縮小化となって顕在化してきている｡

農家1戸当たり平均耕地面積の零細性というのがバングラデシュ農村経済の第1の特徴である｡

第2の農村経済の特徴として農家平均保有耕地面積の零細性以上に重要なのは,土地保有の不

平等化という事態である｡バングラデシュにおける土地保有状態に関するもっとも包括的な調査

報告書によると,宅地は別にして農地をまったく所有しない農家数は全農家数の32.8%であるが,

農地がわずか0.5エ-カーという経済的には土地なし層とほとんど同様のグループを含めるとこの

比率は48.1%にものぼる｡すなわち農家の2戸に1戸近くは土地なし層である｡農地をまったく

保有しない土地なし層の比重は,過去増加傾向を示してきていることは明らかである｡土地人口

比率の著しい低下により相対的零細規模経営農家階層の比重が増大し,ついにはその零細な土地

すら手放して土地なし層とならさるをえない状態に至るのである｡

次に,地主･小作関係の変化をみると.小作農家戸数の全農家戸数に占める比率が増大してい

ることが注目され 60年に3.6%,67年に3,6%,67年及び68年に5.0%,そして77年には6.8%とな

っている｡また,自作農,自小作農,小作農のいずれも1戸当たりの平均耕地面積が減少傾向に

あるが,とくに小作農耕地面積の減少率が著しいという事実がある｡すなわち,68年に3エーカ

ーであった小作農耕地面積は,77年には1.5エーカ-と,わずか10年足らずの問に半分以下となっ

ているのである｡小作農は,農家戸数と農家総面積に占める比重を増大させながら,その平均耕

地面積を激威させてきた077年における小作農の平均耕地面積は上述のように3エーカーだが,

小作地が0.8エーカーに満たない小作農の割合が23.7%となっている｡1.5エーカー未満の小作農家

を含めるとその割合は81.8%にものぼる｡時系列的推移はデータの制約によって明らかではない

が,おそらく小作地面積がより零細な小作農の比重が年々大きくなってきていると思われるoと

ころでこうした小作地面積の零細化および小作農家戸数の増加という事実は,彼らの対地主 ｢交

渉力｣が弱まったことを意味している｡具体的には,小作契約期間の短縮化と農業投入財に関す

る小作農負担の増大となって卿 1るO前述の調査報告書によると,小作契約期間が1年もしくは

1年未満の小作農家戸数が全小作農家戸数に占める比率は31.8%にのぼり,2年未満のものが全

体の55.3%を占める｡小作農が契約期間1-2年の間に小作契約を解除され,さらに増加した小

作農候補者にいっそう劣悪な条件でその耕地が貸与されるという悪循環が生まれることになる｡

農業投入財に関する小作農負担においても種子,肥料,農# ,濯概施設のいずれもそのほとんど

が小作農の負担となっており,60年代における小作農負担率に比べて大きく上昇しているといわ

れている｡

農村社会における耕地所有の不平等は,農村社会に住む人間ないし世帯間の経済力格差を生み
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出すという点で大きな社会問題であるといえるo地主層ないし富農層は,低揚水ポンプや管井戸

といった濯況事業からの経済的利益を十分に受U,それによって高収量品種の作付けが可能にな

ることで所得を増加させることができる｡ これに対して,貸農層や土地無し層はこのような農業

技術革新の恩恵を受けることができず,また人口増加ゆえにその労働供給条件 (賃金等)を有利

に変更させることもほとんど不可能である｡さらに,過剰労働力の堆積によって実質賃金が低下

気味になる中で,地主の中にはそれまでの分益小作契約による農業生産形態から賃金労働者を雇

用して直接経営に移行する動きもあるOいずれにせよ,土地への人口圧力が強まっていく中では

耕地所有の不平等が農村に住む世帯間の所得分配をいっそう不平等化させることはほぼ確実であ

ろう｡

4 農業生産の動向と農業政策

日) 農業生産の動向

1980年代に入ってから,バングラデシュの農業部門の経済成長率は年率2.6%で推移している｡

これは,70年代の3.5%と比へて相当の低下であり,人口増加率をわずかに上回っているにすぎな

い｡バングラデシュ国内経済における農業部門の重要性を考えるとき,この成長率低下は,農業

部門から非農業部門に対する有効需要拡大率の低下 (これには農業投入財の低下も含む)等を通

じて国内経済全体に対して大きな影響を与えるものとなっている｡農業部門の中では,とくに作

物部門 (Cropsector)の経済成長率が70年代の4.0%から80年代には2.4%へと大幅に低下して

いる点が,農業の成長パフォーマンスを検討するとき非常に重要な論点となってこよう(表3)0

蓑3 農業部門の経済成長率(1973年固定価格)

(単位 ･%)

1973-1980年 1981-1987年

農 業

作 物

そ の 他

製 造 業 1

建設･公益

サ ー ビ ス

G D P

出所 BangladeshBtlreauOfStatlStlCS,ShLtsllCal
Yea,booko/良一'7gLadesh各年版より計算し,上
記2期間の平均を算出した｡

また,農業における雇用吸収力の動向についてみておこう｡雇用統計の利用可能性が制約され
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ており,上記の経済成長率の観察時期に対応させて農業雇用の推移をみることはできない｡しか

し,農業就業人口統計によって,1960年以降の農業雇用動向の概要を明らかにすることはできる｡

農業雇用は1961年から74年にかけて年率1.3%で拡大したが,74年以降の10年間は年率でマイナス

0.2%である｡データの信頼度等を考慮するとき,ほぼ農業雇用は増大しなかったと理解してよい

であろう070年代半ばにはすでに耕地に対する人口圧力が極限にまで達しており,それ以降港灘

技術の導入や高収量品種の導入に基づく農業発展はみられたものの,その発展は雇用吸収力の拡

大の点では決して効果的ではなかったことを示唆しているのである｡バングラデシュの農業開発

を考える場合,これは非常に重要な論点である (表4)0

表4 農業就業人口

1961 1974 1983/84 1984/85

絶 対 数 (1,000人) 14,239 16,839 16.389 16.706

総就業者数に占める割合(%) 846 766 58.6 57.7

年 平 均 成 長 率 (%) 1.3 △0.2

注 PopulatlOnCensusとLaborForceSurveyとではl農業就業人口の定

義が少々違うので直接的比較には無理があるが.本報告では一応直接的

比較可能と仮定している｡

出所 BangladeshBtlreauOfStatlStlCS,血,lgladeshPopulal-onα,ISuS,

1961,1974,ReportonLaborForceShruey,1983-84,1984-85

1970年代中東以降私続して統計が公表されている主要農作物に関してその生産動向をみておこ

ラ (表5)｡バングラデシュ農業の要である稲作は,1987/88年時点でその収穫面積が2,551万エー

カーとなっており, これは粗作付面積3,488万エーカ-の70%強となっている｡収穫面積はほとん

ど増加しておらず,1976/77年以降の生産増加は主として単位収量の増加によっている｡この単位

収量の増加は近代的潅流施設の増加,高収費品種の普及と化学肥料の増設によってひきおこされ

てきた｡

米とならんでバングラデシュの農作物として有名なジュートは,過去10年間の間に大きな生産

量の変動を示しているが,増産傾向は観察されていないo単収の増加もほとんどみられず,収穫

面積の変動によって生産量が変動していることが読みとれる｡この収穫面積の変動の大きな要因

紘,洪水等の災害であるo前にもふれたようにバングラデシュの平原ではジュートはバドイ期に

米のマウス作と競合する形で栽培されるが,この時期の作物栽培は降雨の不確実性にもっとも強

く左右されるのである｡さらに米との比較でジュートの価格は低下気味でその作付から高い収益

が期待できないことも作付面積が増加しない要因となっている｡

米,ジュート以外では,油脂作物が1983/84年以降収穫面積を増加させ生産量が増大しているこ

とが目につく｡バングラデシュの国民生活に欠かすことができないこれらの作物がこのように増

産傾向を示していることは,農業多角化のひとつの動きとして注目されるべきであろう｡
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(1)稲 作

表 5 主要農作物の生産量,収穫面執 単収
(4)紅 茶

生 産 量 収穫面積 単位収量

(i,00Ot) 0,000エーカー)(bs./エーカー)

1976/77 11.567 24.420

77/78 12.763 24.779

78/79 12,646 24,992

79/80 12.539 25,105

80/81 13,662 25.474

81/82 13.415 25.847

82/83 13.991 26,158

83/84 14,279 26,064

84/85 14.391 25,263

85/86 14.802 25,696

86/87 15.163 26,216

87/88 15.738 25.507

生 産 量 収穫面積 単位収量

(1,000t) (1.000エーカー)(bs./エーカー)
1976/77 858

77/78 957

78/79 1.150

79/80 1,065

80/81 883

81/82 829

82/83 872

83/84 93i

84/85 913

85/86 1,546

86/87 1,206

87/88 839

生 産 量 収穫面積 単位収量

(1,000bs)(i,000エーカ-)(bs./エーカ-)
1976/77 73.980 103 718

77/78 81,620 106 775

78/79 84,448

79/80 80,710

80/81 87,541

81/82 85.480

82/83 90,247

83/84 93.031

84/85 83.550

85/86 95,421

86/87 82.880

87/88 89,546

7

6

4

6

nU

5

9

6

2

1

9

5

0

6

2

バ
7
5

6

3

8

7

7

8

7

8

8

7

8

7

7

7

7

9
2

0

0
0
nU
3
5

0

0

0
1

1

1
i
1
1
1

(5) 油 脂田作 物

生 産 量 収穫面積 単位収量

(I,OOOt) (1.000エ-カー)(bsJエ-カー)

1,603 1,200 1976/77

i,805 l,187 77/78

2,052 1,256 78/79

1.874 1,272 79/80

1,569 1.260 80/81

1,412 1,316 81/82

1,425 1,368 82/83

1.435 1.452 83/84

1,671 1,224 8Ll/85

2.614 1.324 85/86

1,908 1.416 86/87

1,266 1,483 87/88

生 産 量 収穫面横 単位収量

(1,000t)(1,000エーカ-)(bs./エ-カー)

1976/77 6,401 357

77/78 6,670 380

78/79 6.828 383

79/80 6,340 359

80/81 6,495 368

81/82 7.023 398

82/83 7.242 410

83/84 6,850 412

84/85 6.769 404

85/86 6.535 396

86/87 6,787 407

87/88 7,093 428

235 765 688

264 808 732

256 779 736

768 717

760 727

生 産 量 収穫面積 単位収量

(1,000t)(1,000エーカ-)(bs./エーカ-)

18 1976/77 63 168 833

18 77/78 49 137 802

18 78/79

18 79/80

18 80/81

18 81/82

18 82/83

17 83/84

17 84/85

17 85/86

123 784

111 782

127 823

136 828

129 860

128 826

I28 848

17 86/87 39 114

17 87/88 41 117

出所 AgriculturalStatlStlCSWlng,BureauofBangladeshStatlStics
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(2) 農業政策の変化

1980年代に入ってから農業の経済成長率が低下した要因としては,以下の諸点が考えられる

(WorldBank.Bangladesh:AdjustmenttheElghtleSandShortTermPerspectlVe,

March,1988)｡

1 1980年代に入ってからたびたび起こった洪水等の自然災害が農業生産や関連インフラスト

ラクチャーに大きな損害を与えた｡

2 農業･農村開発や水資源に必要な政府の開発支出が削減された｡

3 農民への補助金支出が削減され,ポンプ,管井戸の建設があまりすすまなかった｡

4 ポロの収量増加にもかかわらず天水依存のマウスやアマンの収量の伸びが80年代に入って

停滞しており,全体としての作物部門の成長率を停滞させている｡

これらの要因が重なりあって,80年代に入って農業の成長率が低下傾向を示し始めたといって

よい｡これらのなかで,第1の要因は農業にとってはいわば与件ともいえる自然条件の変動であ

るが,それら以外は直接,間接に政府の農業開発政策に関連したものである｡そこで以下80年代

に入ってからの農業政策の変化のなかで重要と思われるものについて述べておこう｡

第1は,農民からの農産物の調達ならびにその国内での分配政策である｡独立以降の政策は,

基本的に,生産者へのインセンティブ提供というよりは都市の消費者保護を目的とするものであ

った｡具体的には,公共食糧分配制度 (PublicFoodDIStrlbutlOnSystem:PFDS)によって,

米･小麦などの食糧穀物が補助金支出によって安い価格で都市の消費者に分配されてきた｡現在,

国内で生産される米のほぼ3分の2ならびに小麦の3分の1は農民による直接消費であり,残り

が国内で流通している｡ この国産穀物の国内流通部分に,輸入と援助で国内に流入してきた外国

産穀物が加わるOこの国内流通総量の20-25%程度,約2,200万t程度がPFDSを通じて都市の消費

者に分配されている｡米の場合は国内流通総量の6-7%,小麦の場合は60-80%程度がPFDS

を通じて分配されていることになる｡そして,財政的援助 (金程補助金)によって農民からの調

達価格や輸入価格よりも安く都市の消費者へ配分されていたのである0

ところで,1980年代中葉になると以上のような国内食糧穀物の分配政策における目標のおき方

に変化がみられるようになった｡それは,1つは食糧補助金支出の削減,もう1つは国内調達価

格の引き上げが実施されたことである｡前者は,国家財政の危機といった事態に起因するもので

はあるが,方向として都市の消費者保護に偏った政策が修正されつつある点で注目に値する｡も

ちろん, このような修正が今後どの程度進むのかは現時点では確かではないが,財政問題と関連

して修正が行われ始めている事態は注目しておかねばならないCより明確な動きは,後者の国内

調達価格の引き上げの方向である｡87/88年に国内調達価格の引き上げが実施されたが,肥料補助

金の削減 ･廃止と同時に実施されたことから,必ずしも生産者へのインセンティブ強化を目標と

して実施されたとはいいきれない面もある｡しかしながら,政策当局の意図として,｢食糧生産
拡大のための価格支持｣という認識がはっきりと存在することは間違いないようである｡したが
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って農業政策が国内調達価格引き上げによって食糧増産をはかろうとする方向へと転換し始めて

いるとみてよいであろうoけっきょく.農産物の分配政策は,都市消費者保護から国内生産増加

のためのインセンティブ提供へと変化し始めているということができる｡

農業政策変化の第2は,農業生産の投入財に対する補助金削減ないし廃止である｡80/81年に

おいて農業開発資金の5%程度を占めていた肥料補助金は87/88年に完全に廃止された｡これによ

って,農民は輸入価格に流通経費を加えた価格で肥料を購入せざるを得なくなったのである｡ま

た,澄叔関連の補助金も段階的に削減され廃止されることになっている.深水 ･浅水の菅井戸販

売に際しての補助金も段階的に削減され,低揚水ポンプをバングラデシュ農業開発公社(BADC)

が農民に賃貸するときの料金に対する補助金も86/87年に廃止されている (ただし,翌87/88年に

は′ト規模虐政設備の農民への売却数が減少したため再びこの料金への補助金が支出されることに

なった)｡いずれにせよ,バングラデシュにおける潜流の中核である管井戸や低揚水ポンプといっ

た小規模摩滅設備に対する補助金が削減されていく方向にあることは明らかである｡同時に,こ

れらの設備や部品の輸入および流通面での民営化も実施されているO洪水防御も含んだ大規模河

川虐政事業 (全港概面積の約10%程度)に関しては全費用を政府が負担しているが,最近になっ

てこの事業に関しても政府は利用者から水利費を徴収することを決定している｡

このように,農業投入財に関する補助金政策は,支出を削減･廃止し農業投入財の国内配分を

民間部分にまかせる方向に変化している｡この変化は,長期的にはバングラデシュにとって稀少

な生産資源である虐政施設 ･肥料の有効利用を実現させるかもしれないが.短期的にはこれら投

入財価格の上昇が農業生産拡大に対するディスインセンティブとなる可能性は否定できない｡

(3)長期的要因の発現

1980年代に入ってからの農業成長率の低下が,以上のような農業政策の変化に起因しているこ

とは確かである｡しかしながら,農業政策の変化以外にもっと長期的な要因がこの成長率の低下

の背後に横にわっていることを見落としてほならないであろう｡

バングラデシュ政府発表の統計を用いて農業部門の限界資本産ti'.比率 (LCOR)を推計してみ

ると,1975-1977年平均ではぼ2.0であったものが,1982-84年平均で3.0にまで上昇 している｡

1970年代から1980年代へとこの限界資本産出比率は傾向的に上昇しているのである｡ この事実は

ほぼ間違いなくハングラデシュ農業において,農産物を1単位増加させるのに必要となる限界的

費周が逓増しているという事態を明らかにしてくれているのではなかろうか｡ この限界的費用の

逓増という事態こそ,バングラデシュ農業のかかえる長期的問題であろう｡

より具体的にいえば,耕地-の絶えざる人口圧力の増大傾向のなかで農業資源の利用度はもは

や極限にまで達しており,1970年代のようにそう簡単には低揚水ポンプや管井戸による濯概と高

収量品種･肥料の導入といった方法だけでは農業生産を増加させることが困難になりつつある,

といえる｡とくに,農業生産にとっての水の稀少性がたかまり水利費が上昇している事態は大き

な問題である｡そしてこの水利費の増大は,農村内の社会経済構造と深く関連している｡富裕な
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農民は個人的投資によって管井戸等を作り.水供給に関して地域的独占の位置を占め水利費を引

き上げている事態が多数観察されているのである｡いずれにせよ,1980年代に入って農業生産の

費用が上昇傾向を示している事態を見落としてはならない｡
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第4章 調査対象地城の農村,農村開発

1 コ ミラ ･デ ィ ス トリク トと ナ ラ ヤ ンガ ン ジー ･デ ィス トリク ト

バングラデシュ国民の約9割が住む農村の実態を把糧することは,同国の実状を知る上におい

て重要であるO今回の調査では,コミラ･ディスト))クト(ComlllaDIStrlCt)およびナラヤン

ガンジ-･ディストリクト(NarayanganjlDIStl･lCt)の農村地域を調査した｡調査対象地域は,

コミラではサダール･ウパジラ (SadarUpazlla),および同ウパジラのジョシュプ1t/(Jashpur)

村とランプール (Lampur)村である｡ナラヤンガンジ-では,ルプガンジ-･ウパジラ(Rup-

ganjlUpazlla)である｡

コミラ･ディストリクトは,首都ダッカ市のあるダッカ･ディストリクトの東南に位置してい

る (巻末地図参照)｡総人口は336万人,総世帯数は56万世帯,1世帯当たり平均人員は6.0人で

ある｡総世帯の92%が農家世帯という典型的な農村地帯である｡1農家世帯当たりの耕地面積は,

1.5エ-カ-である(表 1)｡バングラデシュ農村地域開発研修所 (BangladeshAcademyfor

RuralDevelopment)の指導の下に協同組合 (CooperatlVe)が地域社会に浸透し,藩政や井戸

の建設といった重要な役割を果たしている｡

ナラヤナガンジー･ディストリクトは,ダッカの東側に位置している｡総人口は126万人 総

世帯数は22万世帯であるが,総世帯に占める非農家世帯の比率が30%以上もあることに示される

ように, このディストリクトはバングラデシュのなかでは非農業部門の発達がかなりすすんでい

る地域といえる｡中小規模の製造業がかなりたくさん立地している地域である｡

前章でも強調しておいたように,バングラデシュ農村経済の大きな問題は農地の所有が不平等

化してきている事態である.両地域とも1農家世帯当たり耕地面積は1.5エ-カー程度で小規模で

あるが,農地をまったくもたないか所有していても0.5エーカー以下にすぎない層が総農家数に占

める割合はコミラ･デイスト)クトで47.3%,またナラヤンガンジー,ディストリクトで74,6%

となっているOさらに所有農地が1エーカー未満の農家数の割合にすると,コミラ･デイストリ
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蓑1 両ディストリクトの概要

ミ ラ ナラヤンカンジ-

1. 総 人 口 (a)1)

2. 農村人口 (b)I)

3 農村人口割合 (a/d)

4 総世帯数 (C)2)

5 農家世帯数 (也)2)

6 平均世帯人数 (a/d)

7 耕地面積 (e)2)

8. 1世帯の耕地面積 (e/C)

9 農業労働者の割合2)

イ 農地が全く無い世帯と0.5エーカ-以下の世帯

口 所有農地が051-1.0エーカーの世帯

336万人 126万人

308万人 86万人

92% 68%

56万世帯 22万世帯

45万世帯 11万世帯

6.0人 5.7人

66万二-カー 15万エーカー

1.5エーカ- 1.4エーカ1

65.9% 88.1%

473% 746%

18.6% 13.5%

注 (1)populationCeIISuS1981
(2lTheBangladeshCenstlSOfAgIICultuleandLIVeStock,1983-84.
出所 StatlStlCalPocketBookofBangladesh,
DevelopmentofLocalGovernmentlnBangladesh
などによる

クトでは65.9%,ナラヤンガンジー･ディストリクトでは88.1%という高い比率になる｡ このよ

うな世帯の人間は自己の所有する農地の経営だけでは充分な所得を得ることができないので,何

らかの形での賃金労働をおこなわざるを得ない｡この意味から,ここではこれらの世帯を農業労

働者世帯と表現しておくことにする｡ダッカ近郊で工業化 ･都市化が相対的によりすすんでいる

とみられるナラヤンガンジーの方が,純農村地帯といえるコミラにくらべて農地所有の不平等化が

よりすすんでいる事態は注目されるべきであろう｡

さて,以下我々の調査したウパジラに関してその概要と農業経済の特徴を報告する｡

2 調査対象地区 (ウパジラ･レベルと村)

日)サダール･ウパジラ (ジョシュプール村,ランプール村)

コミラ･ディストリクトのサダール･ウパジラは,人口415,885人 66,703世帯から構成される｡

1世帯当たりの平均人員は6.2人と,コミラ全体のレベルよりは若干高い｡同ウパジラの総面積は

68,589エーカ-,そのうち耕地面積は53,560エーカーである｡ 1世帯当たりの耕地面積は,0.8

ェ-カ-と少ないOまた,農業労働者の世帯は,総農家世帯の約半数の45%に達している(表2)｡

これは,コミラ･ティストリクトのレベルの統計に示された農地がまったく無い世帯と0.5エー
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蓑2 頴査農村地区の社会経済的属性1)

サダール･ウパジラ

1.人 口

2.世 帯

3. 1世帯の平均人員

4 総 面 積 (a)

5.耕 作 地 (b)

6 総面積に占める耕作地の割合(ち/a)

7,農地なし農家世帯割合

8. 1世帯当たりの耕地面積

9 家族計画の実施率

415.885人

66.703世帯

6.2人

68,589エ-カー

53,560エーカー

78%

約 45%

08エーカー

42%

注 1)以下の指標は,ウパジラの指導的地位にある人から収集した｡

カ-未満の世帯との合計 (47.3%)にほぼ等しい｡土地所有が不均等であることは,ウパジラの

レベルでも確認される｡サグ-ル･ウパジラはコミラ地区の典型的な農村地域であるといってよ

い｡

家族計画の実施率であるが,サダール･ウパジラの家族計画実施率は,家族計画対象世帯(elト

glblecouple)の42%と低調である｡残念ながら,コミラ･ディストリクトの家族計画の実施率

はデータを入手できなかったために,ディストリクトとの比較はできない｡この実施率は全国レ

ベル (1985年時点で25.3%)と比べてもかなり高い｡コミラが農村地域としては比較的恵まれた

方であるといえるのではなかろうか｡

サダール･ウパジラに属するジョシュプール村とランプール村に関する基本的指槙は,表3に

示されている通りである｡人口や世帯数に示されるように,両村の規模は異なってはいるが,1

世帯の構成人員 (いずれも5.9人),1世帯の耕地面積 (0.6と0.7エーカー),農業労働者世帯の割

合 (50%,49%)といった諸指標は,ほぼ等しい値を示している｡これら2つの村は,同ウパジ

ラの代表例であるともいえる｡

これら指標のなかでもとくに留意すべきは,やはり農業労働者世帯の割合である｡いずれの村

においても農業労働者の世帯は5割に適しており,農村地域における農地所有の不均等化問題の

深刻さをうかがわせるOまた,農業労働者の日当はおよそ50タカであるが.この賃金は家族を養

い得るか否かの限界的な額である｡農耕地も持たず,低賃金にあえぐ農業労働者の世帯が数多く

存在することは,バングラデシュの農村地域における東大な問題となっている｡

家族計画の実施率は,ランプール村で10%,ジョシュプール村ではそれよりも高い35%である｡

双方の実施率にはかなりの相違が見られるが,いずれもがウパジラの水準を下回っていることは

注目に値する｡2カ村の状況からウパジラの状況を判定することは危険ではあるが,実際の家族

計画の実施率がウパジラ･レベルでの公式デ-夕より低い可能性のあることは否定できないであ
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表3 ジョシュプール村とランプール村l)

ジョシュプール ランプ-ル

i.人 口

2 世 帯

3. 1世帯の構成人員

4.総 面 積 (a)

2.873̂ 838̂

487世帯 143世帯

5.9人 5.9人

522エーカー 175エーカ-

5 耕 作 地 (b) 275エ-カー 100エーカ1

6.総面積に占める耕作地の割合(b/a) 53% 57%

7. 1世帯当たり耕地面積

8.農業労働者世帯

9.農業労働者の日当

10.家 族 計 画

実 施 割 合

ビ ノレ

不妊手 術

ll.TBAへの謝礼

12.主な出産場所

06エ-カ- 0.7エーカー

約244世帯 70世帯

(約50%) (49%)

およそ50タカ2) およそ50タカ2)

35%3) 10%4)

(172世帯) (15世帯)

103世帯 5-6世帯

37世帯 3世帯の

175タカ 70-100タカ

とサリー1枚 (ただし家庭の

(ただしギフ ト 状況による)

である)

家 家

注 l)以下の指標は.村の指導的地位にある人から収集した｡
2)は,食事がつかない場合の日当｡食事がつく場合,El当は10タカ程度低く
なる｡

3)は.ellglblecoupleの中の割合｡
4)は,総世帯中の割合｡

5)紘,ピルおよびコンドームの散

ろう｡

また,いずれの村でも,主な出産場所は病院ではなく家であり,また出産時の立会人は医師で

も助産婦でもないいわゆる ｢取り上げ婆さん｣(TraditionalBlrthAttendant:TBA)である｡

これは,農村の生活水準,衛生水準等の低さを物語っており,農村開発の必要性を示 している｡

TBAへの支払いは2つの村で若干異なるが,これはTBAへの支払いが贈り物,贈与としての性格

を有 しているからである｡

サダール ･ウパジラの農業生産の主体は,移植アマン期とポロ期での米作であるO濯灘施設は,

60エーカ-から65エ-カーに水を供給することができる深管井戸 (DeepTubewell)と10エーカ

ー程度に水を供給 しうる浅管井戸 (ShallowTubewell),それに5エ-カーから40エーカー程度

と状況に応じた水供給ができる揚水ポンプとが主体であるOウパジラ全体では,探管井戸が282,

浅管井戸が558,そしてポンプが100存在 している｡ ドン等の伝統的港灘もおこなわれているが,

全体としては管井戸とポンプという近代的濯枕がかなり普及しているといえる｡

アマン期,ポロ期の米の二期作がおこなわれているが,1966年頃から高収量品種の導入が始ま
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り,現在はまったく高収量品種が栽培されている｡これらの種子はウパジラの種子センターから

購入されている｡肥料は民間の業者から購入するようになっている｡

収量は精米ベースで 1エーカー当たり1.1トン程度となっている｡余剰のある農家は,その余剰

米を市場に販売しており購売価格は精米で 1k912-15タカ程度である｡政府の購入価格が低いた

め農家はあまり政府には販売しないようである｡

農業労働の賃金は,ほぼ 1日当たり食事をっけないと50タカ,食事をつけるときは30タカの水

準である｡10年前は食事をつけずに30タカ程度であったようであるが,10年間の一般物価の上昇

を考慮すると実質賃金水準は上昇したとはいえないであろうO高い人口成長ゆえの供給圧力の下

でコミラ地域においても農業の実質賃金はほぼ不変に保たれているとみておいてよいであろう｡

先に濯澱のことについてふれておいたが,ここで注目をしておきたい点として,水地主(Water

lords)の存在がある｡我々が調査したランプール村では,深井戸は農業協同組合所有のものと個

人が投資したものとが併存していた｡農業協同組合所有の深井戸からの水利用料は1作 1エーカ

-で1,000タカの水準であった.個人所有の深井戸からの水の利用料もこれと同じ水準であるとの

説明があったが,この水準よりは相当に高い利用料が支払われている事例もあった｡コミラ地域

の農村での水利用料はかなり高い水準にあるようである｡農地それ自体が稀少であるだけでなく,

水も大きな稀少資源となっている.こういう状況のなかで経済的な富裕な農家は個人として虐灘

施設に投資をして水を隣人に販売することで利得を得ているのである｡まさに水地主といえる者

が発生しているわけである｡ これらの富裕な農家は必要な投資資金を銀行から年10%程度の利子

率で借りられるようである｡

米以外には,野菜の栽培が重要な生産活動となっている.ポロ期には, トマト,ジンジャ-,

大根,ピーナツが,またアマン期にはきゅうり,うり等が栽培されている｡

ウパジラ当局としては,主として低所得者層の食事の改善を目的として小麦とメイズの栽培を

奨励していきたいとの意向をもっていた｡両者を混合して低所得者向けのチャパティ･ナンを増

加させたいとの意向であった｡

(2) ルプガンジ･ウパジラ

ルプガンジ･ウパジラは,ダッカの近郊農業地帯であるナラヤンガンジー･ディストリクトに

属している (巻末地図参照)｡同ウパジラの総人口は293,244人,総世帯数は49.405世帯, 1世帯

の平均構成人員は5.9人である｡総面積は57,600エーカー,そのうち耕地面積は43,200エーカーである｡

ルプガンジの最大の特色は,35,244の農家世帯のうち農業労働者世帯が9,017世帯 (26%)と,

バングラデシュ全国の平均に比較して農業労働者世帯の割合が極端に少ないことであるO同ウパ

ジラでは農業労働者の日当は,およそ45タカと他の地域よりわずかに低い｡しかしながら,ナラ

ヤンガンジ-･ディストリクトにはジュート関係の中小工場が数多く立地するために雇用機会も

多いことなどを考慮するならば,かなり豊かな地域である,といえよう｡事晃 農家の子息で工

場に勤務するものも多い,といわれている｡
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蓑4 ルプガンジ･ウパジラ1)

ルプガンジ･ウパジラ

1.人 口

2 世 帯

3 農 家 世 帯

4. 1世帯の構成人員

5.総 面 積 (a)

6.耕 作 地 (ち)

7.総面積に占める耕地の割合(ら/a)
8. 1世帯当たり耕地面積

9 農業労働者世帯

LO.農業労働者の日当

293.244人

49.633世帯

35,244世帯

5.9人

57,6003:-A-

43.200エーカー

75%

0.9エーカー

9,017世帯(26%)

およそ45タカ 2)

ll.家族計画実施割合 およそ30%

12.TBAへの支払 サリー1枚

注 1)以下の指標は,ウバツラの指導的地位にある人から収集した｡
2)紘,食事がつかない場合のE]当｡食事がつく場合,日当は10
タカ程度低くなる｡

他瓦 人口の側面に目を転ずると, このように経済的に恵まれた地域であるにもかかわらず,

家族計画の実施率はおよそ30%と低い水準にある｡

このウパジラ内の耕地面積43,200エーカ-取 高地は5,200エーカ-,中間高地は15,100エーカー,

中間低地は18,700エーカ-,低地は17.300エーカ-,そして最低地は1,300エーカ-である｡ハン

グラデシュのデルタの典型的な姿がみられている,といってよい｡

主要作物は米作であるが,高地では年に3匝卜作付が可能なところもある｡面積の比率からみて

60%程度ともっとも多いのが,年に2回作付けるケ-スである｡これは中間地である｡低地およ

び最低地は通常ポロ期たけの1回作付であり,これが面積ではほぼ30%程度となっている｡

潜流施設をみてみると,深管井戸が61個あるが,これはすへて農業協同組合所有のものであるo

浅井戸は49個あるがこれはすべて個人の所有であるO低揚水ポンプ (low llrtpump)は206個存

在しているが,その内190は農業協同組合所有であり,残り16だけが個人の所有である｡

水の利用料は農協所有の施設の場合には, 1作 1エーカー1,000タカから1,200タカの水準であ

るが,個人所有の施設の場合には平均1,500タカ程度の水準になっていた｡コミラ･ディストリク

トと同様に水地主の存在が観察されるO

ウパジラのなかには,所有名儀は分散しているが実際には巨大な土地を所有している地主が存

在していた｡地主 ･小作関係は分益制で費用,収穫物ともに50対50の分益である｡

米作以外でこのウパジラで重要な農業生産宿敵 ま野菜作である｡年に3回野菜を作る農家も存

在しているOダッカという郡市の消費需要を充たすことからダッカ近郊という地理的利点を生か

しての野菜栽培である｡更に興味深いことに,中東への輸出向けの野菜の栽培もみられるように

なっているoルプガンジ･ウパジラの野菜栽培は,首都ダッカの近郊農村という地理的利点を活
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用したものとなっている訳である｡

3 まとめ

コミラ･ディストリクトのサダール･ウパジラ,そしてナラヤンガンジー･ディストリクト

のルプガンジ･ウパジラでの調査結果からほぼ次のような問題点を取り出すことができよう｡

第 1に,いずれも米作中心の農業であるがその開発の最大の問題がやはり連流にあるという事

態である｡バングラデシュ農業の最大の問題が農地の不足にあることはよく知られた事実である

が,農地とともに実は水が稀少資源となっている事態はもっと強調されるべきであろう｡個人が

管井戸等に投資をして水を販売することから利得をあげるという水地主の出現は,水の稀少資源

化というこの事実を誰の目にも明らかにしてくれている｡農業生産にとって水利用料はかなり高

いものとなっているので,この水代の低下をはかっていくことがこれからのバングラデシュ農業

開発の非常に重要な課題といえよう｡

第2に,とくにナラヤンガンジ-の野菜栽培がその典型といえるが,米以外の農業生産の拡大

つまりは農業の多角化がバングラデシュ農業においても近年重要な課題となりつつある事態であ

る｡農業多角化にむけての条件整備はもっと強調されるべきであろう｡

農業開発に開通する以上の2点からもう少し大きく視野をひろげるとき,次のような事実が明

らかになったといえる｡

1.農村地帯では,農家世帯のおよそ半分が農業労働者世帯であること｡すなわち,土地の所

有形態には,相当な不均衡が認められること｡

2.農業労働者の日当は,およそ50タカと低水準にあること｡この賃金水準は,ようやく生計

を維持できる程度のものであること｡

3.家族計画の普及率は,かなり低いこと｡換言するIj:らば,農村地域の出生水準は高いことO

これらの要因は,既に一般概要のなかで述べた悪循環 すなわち(1)イスラム法の土地相続制と

急激な人口増加が土地所有の不平等化を促進し, これが(2)生活困難な農業労働者を生み出し,そ

れに伴って(3億村一都市間人口移動を激化させ,最終的には(4)都市化の急激な進展とスラムの拡

張がもたらされる,の根幹をなすものである｡このことからも分かるように,農村開発はバング

ラデシュの今後の発展を図る上で重大な意味を持っているのである｡
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第5章 国際協力の課題

1. 農業経済の展望 :制約と機会

国際協力の課題をさぐる目的でこれからのバングラデシュ農業経済の展望を行うためにまず,

現在政府が計画している ｢食糧穀物自給化プラン (ActionPlanforProductionof20Mll1-

10nTonsorFoodgl･ainby1990)｣(BangladeshAgrlCulturalResearchCouncil)につい

て簡単な紹介を行い,若干の批判的検討を加えておこう｡ この計画の基本的目標は,高収量品種

･肥料の普及の増加ならびに潜流施設の拡充によって米の生産量を360万トン程度増大させること

で,1990年代初めまでに国内食糧穀物生産を2,000万トンの水準に引き上げ食糧穀物の100%自給

を達成させようとするものである｡端的に表現すれば,土地節約型ないし単位面積当たり収量増

加を促す農業技術革新によって食糧穀物の輸入代替を完了させようという計画であるO

この計画の第1の戦略は,移植アマン,移植アウスそしてポロ作において高収量品種の栽培比

率を上昇させ,210万トン程度の米の増産をはかることである｡その内訳は表1に示されているよ

うに,移植アマンで27万トン,移植アウスで57万トン,そしてポロで126万トンとなっている｡第

2の戦略は,とくに砂黄･亜鉛を中心とした肥料増投と肥栽管理の改善とによって,はば100万

トンの増産をはかることであるOまず高収量ポロの栽培面積中で肥料不足となっている面積の70

%に対して肥料管理の改善を加えることで77万トンの増産,ついで移植アマンの栽培面積の中で

肥料不足面積の50%に対する肥培管理改善によって24万トンの増産をはかるというものである｡

そして第3は,移植アマンとポロに関して潜流面積の拡充をはかる戦略で,ポロ作で43万トン,

移植アマンで13万トンの増産をはかろうというものである｡

これら3つの戦略をあわせて約360万トンの米の増産をはかろうというのが計画の全体像である｡

この計画に対しては,以下のようなコメントを加えざるを得ない｡

この計画の意図は充分に理解できるとしても,過去の食糧穀物の増産率の実績や農業開発がか

かえている困難･制約条件を考慮に入れるとき, この計画はあまりに野心的すぎるといわざるを

-らll



表 高収量品種の導入増加計画

潜在的潜流面積 現在高収量品種 計 画 で の 追加 生 産 量
が栽培されてい 追 加 面 積

(100万ha) る面積(100万ha) (100万ha) (100万t)

移植マウス 210 053 0.30 027

移植アマン 290 080 065 057

ポ ロ 17() 1.56 045 1,26

出所 -ングラデシュ政府資料より算出｡

えないであろう｡生態系の条件等による農業技術革新の困難性を考えるとき,米のかなり短期間

での輸入代替という目標自体が再検討されるべきではなかろうか｡米の買い上げ価格の急激な政

策的引き上げといった価格刺激策が採用されれば,かなり短期間での技術革新採用率の向上が実

現されうる可能性は否定できないことは確かである.しかしこのような形での米価引き上げは.

バングラデシュ農村に多数存在する小作人や農業労働者が食糧の購入者であることを考えるとき,

これら農村の貧困層の実質的生活水準に悪い影響を及ぼすことは間違いないところであろう｡農

業技術革新の加速化によって彼ら農村内貧困者層の農業での雇用機会が拡大するという好ましい

効果も期待できるが,バングラデシュ農村内の経済構造をみるとき農村内貧困層の経済的福祉水

準は低下する可能性の方がはるかに大きいのではなかろうか (インドのケースでこのような可能

性を指摘した研究として,HansP.BlnSWangerandJalmeB,Quizon,"WhatCanAgrll

culturedoforThePoorestRuralGroups?"L,AdelmanandSylvlaLaneed,The

BalanceBetweenIndustryandAgrlClturelnEcnomlCDevelopment,MaQmillanPre-

ss,1988)｡食糧穀物の国際市場の現状を前提とすると,国際市場という経済機会をもっと積極的

に活用していく戦略の方がより経済的に効率的であるのではなかろうか｡少なくとも中期的には

輸入への依存を続けながら,斬新的に農業の技術革新を実現させながら穀物生産を続けていくと

いうのがもっとも現実的かつ望ましいシナリオであろう｡

(1) 農業開発の課題

第1に強調しておくへき論点は,試験研究と濯双の拡充を通じる農業生産力の強化である｡ア

ジア地域で人口1人当たりでみた穀物輸入量および食糧援助受け取り量がもっとも大きい現状を

ふまえると,国内の農業生産力の強化によって食糧供給力を増加させていくことが最重要課題で

あることは間違いない｡すでにふれたように,穀物の100%の自給達成を目標とすることは現実的

ではないし,また経済政策的にみて有効な目標ともいえない｡しかし,国内の農業生産力を強化

していくことが重要な政策課題であることは否定しえないところである｡さらに,ナラヤンガン

ジ-･ディストリクトでの調査で発見されたように,現在農業の多角化が重要になりつつあるが,

このためにも品種改良･潜流の充実を通じての農業生産力の強化が不可欠であるO農業生産力が
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強化できれば,農業所得の増加を通じて非農業部門の生産物への需要拡大を引き起こすことにより,

国内工業化のために必要な条件を作り出すことにも貢献するはずである｡

農業開発の第2の課題は,農業開発自体によって農村内貧困層のための生産的雇用機会を拡大

させることである｡確かに,いくつかの方策を通じての直接的雇用拡大を目的としたプログラム

の必要性は否定できないが, これらのプログラムはやはり農村での雇用拡大策としては本流では

ないというべきであろう｡農業開発によって農村雇用が拡大すれば.それが国内工業に対しての

需要拡大となり,結果として国内工業化にも貢献するはずであることは多言を要しないであろう｡

農業開発はたんに食糧増産等のためにだけ必要となっているのではなくて,国民経済全体の成

長のための前提条件でもあるのである｡

(2) 制 約

バングラデシュの長期的な農業開発の課題は, このように生産力強化と雇用拡大である｡この

ような課題をになう農業開発にとって必要な戦略は,農業開発を制限している生態系の制約を克

服していき,かつ農村内貧困層を開発過程に参入させうるような社会構造面での制度改革を実現

させることである｡いうまでもなく,これらは非常に困難な課題である｡単純に生態系の制約だ

けであれば科学技術の成果を導入することでその克服が可台削こなるかもしれないが,社会経済面

での制度改革は農村社会の抜本的改革を必要とすることがあるので不可能に近いとも考えざるを

えない｡バングラデシュでは農地改革が必要であるという意見も充分な説得力をもつが,このよ

うな制度改革の実現可能性が非常に小さいこともまた確かである｡

農地改革に匹敵しうる制度的改革としては,農業協同組合の育成が考えられる｡バングラデシ

ュ建国以降,政府は農村開発という概念の下で協同組合の育成に力をそそぎ,有名なコミラ方式

といった成功例も生んだ｡しかし,最近の政策当局は必ずしもこの協同組合育成に大きな期待を

かけていないようである｡農業政策全般にわたって民営化の潮流が強まる中で,協同組合の役割

は以前に比べてそれほど評価されなくなってきている｡協同組合の育成という制度改革も,現在

のバングラデシュでは有効かつ有望な戦略であるとはいえなくなりつつある｡

土地改革･農業協同組合の育成という制度改革の必要性は高いとしても,その現実的実現可能

性が小さい以上 有効な戦略とはいえないであろう｡実現可能性という観点からは,むしろ生態

系の制約条件の克服がその中心となってくるであろう｡

(3) 機 会

大河川下流のデルタ地帯という条件を考えると,戦略の中核は水利問題ということができる｡

とくに乾期における瀧概水の確保と雨期における洪水防御であるO

潅流に関しては従来,低揚水ポンプ･管井戸という小規模潜流が中心であったが今後も中期的

にはこの点に変化はなかろう｡しかし,このタイプの港渡において,よりコストの低い澄渡施設

の拡充が必要となってきている点は強調されるべきである｡第3章の概要や第4章の現地調査報
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告のなかで強調しておいたように,バングラデシュ農業が現在かかえる大きな問題のひとつが水

利費が高いことである事態をふまえるとき.瀧灘施設のコスト低下は非常に重要な課韻であるO

電力 ･ディーゼル利用型よりも,手押し型ないし畜力利用型ポンプ,管井戸の開発 ･普及が重要
な戦略となってこよう｡たとえば,バングラデシュ稲研究所 (BangladeshRICeResearch

institute)で最近行われている毒力利用型の小規模濯灘施設の研究開発のような活動はいっそう

推進されるべきである｡

洪水防御対策としての河川水利事業は,今までのところ一部の地域でしか実施されていない｡

しかし,長期的戦略としては河川の水利事業を通じての洪水防御や虐政水路の建設はその必要度

が高まってきていることは間違いない｡デルタの大改造といった長期的なグランド･デザイン作

りが今こそ必要とされているのではなかろうか｡

潜流 ･洪水防御のはかにデルタの生態系の条件に適合した各種作物の品種改良が必要であるこ

とは多言を要しないところであろう｡バングラデシュ稲研究所をはじめとする試験研究機関にお

ける研究開発の重要性はいっそう高まってこよう｡とくに,米以外の作物の品種改良は重要であ

る｡シレット メイズ,ポテト,野菜などの品種改良は農業の多角化をはかり,-ングラデシュ

の長期的農業開発をいっそう効率的に進めていくために必須の戟略といえる｡農業の多角化は栄

養摂取状態の改善を通じて生産性の向上にも貢献するし,また農業部門での雇用拡大にも貢献し

うるであろう｡バングラデシュにおいて農業の多角化の重要性が高まってくることは間違いない｡

2 協力の課題

第 1章でバングラデシュが世界最大のLLDCであり,多額の国際援助の下に,現在の人口増加

が年率2.6%であること,しかもその置かれた風土条件は降水条件不安定な,国際的大河川下のデ

ルタ地帯として,きわめてさびしい環境下にあることを見てきた｡

ではこのような環境下で,効果的効率的援助はいかにあるべきか｡バングラデシュが自立する

ためにはバングラデシュ白鼠 何をねらいに,どのような対策を立てるべきか｡すでに第3次5

カ年計画が立てられ,目下その実施の道程にあることは既述の通りである｡その目標達成のため

にどのような措置がとられるべきか｡農業協力を主題とするわれわれの調査ではもちろん,この

全体計画の検討にまでは及び得なかった｡しかし,もし,そこに問題があるとすればまずそこか

ら着手され,始められるべきであろう｡

まずこれまでのバングラデシュに対する農業分野における日本の援助実績をみてみよう｡

日)技術協力として

①開発調査 - ラジャヒ潜流計画,モデル農村開発

㊥専門家の派遣 一 昭和62年までの累計392名

㊥研修員の受入 一 昭和62年までの累計269名
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④青年海外協力隊の派遣 一 昭和62年までの累計185名

(2)資金協力として

①一般無償 - 昭和49年深井戸建設以来昭和62年のナラヤンガンジ･ナルシンジ地区末端潜流

施設復旧計画まで計22件,累計168億950万円

㊤KR援助 一 昭和43年以来20件,累計金額327億9,000万円｡その他食糧増産援助として農薬,

肥札 農業機械の供与などがあげられる｡

さて,前述の援助実績からみると,次の形態の農業分野における援助効果を高めることが今後

の課題となろう｡

バングラデシュ自身が農業生産においていかに早期に自給自足体制を確立できるかということ

である｡これは毎年食糧消費量の約1割を外国からの食糧援助等によって依存している現状から

の脱却を意味するものである｡そのため,ひとつに穀物生産体制の確立がある｡穀物生産の生産

性を高めることは人口大国であるバングラデシュにとって急務な課題であろう｡とくに,乾期 に

おける米の生産性の向上が重要である｡第2に,穀物に加え農業生産物の多角化である｡

また,人口増加抑靴 家族計画対策についても,それとしては十分に検討できなかったが,請

外国のこの面についての援助,協力にもかかわらず,何故にそれが十分の成果を上げ得ていない

のか,この研究,検討もまた,援助事業として重要な意味をもつものといわねばならない｡過去

の技術協力がこれにどの程度関係していたか不明であるが,たんなる技術の供与,伝達だけに終

わらない重要な役割がこの場合の技術協力には残っているような気がしてならない｡

農業協力の課題

今回のバングラデシュでの現地調査を通じ.収集した情報をもとに今後日本のすすめる対バン

グラデシュへの農業協力について,とくにソフト面を中心にふれてみたい｡

前述のこlとくバングラデシュは農業生産を中心とした産業構造であり.人口増加率も依然高く,

失業率も高い｡

農業面の問題をみると.第1に広汎な土地なし労働者の存在が指摘されるO他方において,也

主,小作人問の分益関係において,小作人の農業生産資材等の負担割合が増えつつあるという事

実も注意される｡もし, これが事実なら,これはそれだけ小作人の経済的負担能力が高まりつつ

あることを示すとも見られる｡土地なし労働者が小作人となり得ている機会がどのような形で,

どの程度開かれているのか不明であるが,少なくとも現に小作人となり得ている者についていう

限り,小作人の負担割合が増えつつあるという動きは,重要視されねばならない｡

広汎な土地なし労働者の存在それ自体重要な問題ではあるが,それを社会改革,土地改革とし

て政策的課題とすることは,少なくとも援助の立場からはできない.徐々に,しかも可能性を現

実の事態の中に求めながら進んで行くはかないのである｡

第2に,上述に開通して,小作条件の漸次的改革の如きは,当然,先進国の例からしても対策

の課題となり得ようoLかし,そのためには,地も 小作人間の契約関係などを中心に,もっと
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貝休的かつ詳細な調査がなされなければならない｡小作人の経費負担割合が増えたといっても,

どのような生産資材について,どのような場合,どの程嵐 どのような形でそれが増えたのか,

また,それを可能ならしめた条件は何かなどの検討が必要であろう｡対策はそれらの関係が明ら

かになって,初めて具体的なものとなり得るものだからである｡

たとえは,負担割合が増えたといっても,購入資材としての肥料や種子負担が増えたのか,そ

れとも自家労働の投入量が増えて.しかも収穫の手取り分が増えないため,実質的負担が増えた

ということなのか,などによって事情は様々に異なるが,もし,後者なら確実に小作人の地位は

悪化したということであろう｡しかし.前者ならば,小作人として肥料投入を増やすだけの余裕

ができたという場合も考えられ,事情は逆にも考えられるからである｡また,収穫の分け前につ

いての不安定条件などがあるとすれば,これらへの政策的関与も対応策のlつとなり得るであろ

う｡

第3に,水利条件の整備されたところでは,米のいわゆる高収量品種の採用がかなり広範囲に

実現しているとされる｡その場合にも,肥料施用の可能条件などによって農家階層間でその生産

効率はかなり異なり得ると思われるが,その点はいちおうおくとして,品種の能力維粍 種子の

入手方法の確保などについては問題ないのか｡

さて, これまで日本はバングラデシュに対し農業分野で多くの協力をすすめてきたが,改めて

異体的な協力内容を検討すると次のことがあげられる｡

まず第1に,米の増産をふまえると米作地肴における "水地主〝の問題があり,農民の経済的

負担も大きなものとなっている｡そこで,人力あるいは家畜を動力源とした簡便なポンプの生産

に対する技術協力が効果的であろう｡現在,このポンプの製造はバングラデシュ稲研究所で試

験研究の段階にあるため,今乳 日本の協力によりポンプの普及をすることは,米の増産のみな

らずポンプ製造を通じ,農村地域の雇用機会の創出にもなると考えられるO

第2に,農業の多角化である｡ダッカ周辺の野菜生産はここ数年急速に伸びていると現地のカ

ウンターパートから説明を受けた｡日本が昭和52年に一般無償で協力した柑きつ･野菜種子研究

所の建設も貢献していると考えられる｡そこでいっそうの強化をすすめることはバングラデシュ

の国際収支改善にも大きな期待が考えられる｡つまりバングラデシュ国生産の野菜の一部はすで

に中近東に輸出されており,今後日本のバングラデシュ野菜生産への技術等の協力はバングラデ

シュの農業生産の発展に大きな役割を果たすこととなろう｡

第3に,日本はバングラテシュへの食糧増産援助として昭和53年以来平成元年まで累計252億

1,000万円の肥料,農薬,農業機械を供与してきた｡そこで,この基本的ベースの上にさらに肥培

の管理あるいはすでに供与した機材の補修に対する協力をすすめることは安価で相手国に喜ばれ

る協力となろう｡よって同分野の協力は巡回サービス方式によってすすめることが望ましい｡

最後に,バングラデシュは他のアジア諸国と同様エヒの生産国でかつ輸出国である｡しかし,

現地調査あるいは他の情報によっても,他の国はどエビの生産技術の水準が高いとは思われない｡

事実,現地調査団がコミラ地区を訪れたおり,農民の親子が魚を捕っているところを見たが,
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すべて天然の小魚であり生産量においても市場性においても貧弱なものであった｡エビの生産も

同様と考えられる｡日本がこの分野,とくにエビの生産システムにおいて技術･資金協力をすす

めることは,エビの生産を高め,国内需要はもとより国際市場へのさらなる進出が可能となろう｡

以上4点,現地調査で得た情報をもとに記述してみたが,日本の農業協力の対象地域がダッカ

ならびにチタゴン周辺に集中していることから今後,他の地域への展開をすすめることも大きな

課題となろう｡
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第6章 調査団メンバーおよび日程

1 調 査 メ ンバ ー

(1)国内委員会

川 野 重 任 東京大学名誉教授

原 洋之介 東京大学東洋文化研究所教授

大 塚 友 美 日本大学経済学部助手

広 瀬 次 雄 (財)アジア人口･開発協会事務局長

遠 藤 正 昭 (財)アジア人ロ･開発協会業務課長

永 井 義 男 (財)アジア人口･開発協会研究員

(2)予備調査メンバー (平成元年 7月2日～7月8日)

広 瀬 次 雄 調査団長 (前出)

遠 藤 正 昭 調査団員 (前出)

(3)現地調査メンバー (平成元年 7月19日～8月2日)

原 洋之介 調査団長 (前出)

大 塚 友 美 調査団員 (前出)

遠 藤 正 昭 調査団員 (前出)
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2 調査協力者

(1)日本大使館

井 口 武 夫 大使

伊 藤 哲 朗 公使

中 野 実 --･等書記官

(2)Governmentandlnstitiute

Pl･Of M.A.Matln

Mr.AbutHasham

Mr.NurulHusalnKhan

Mr.MahabubHossaln

Mr.MaslhurRahmanKhan

Mr.KlyOaklKubo

Mr.SharafltH.Khan

Mr.MohammadH,M(Tlndol

Mr.M.A.Manoon

DeputyPrimeMlnister,Mlnisterof

HealthandFamllyPlanning

AddltlOnalSecretary,AgrlCultural

DivISIOn

Secretary,MlnlStryOfFood

DlreCtOrGeneral.Bangladeshlnstltute

ofDeveloprnentStudies (BIDS)

Reseal,ChDlreCtOl､,BIDS

CenteronIntegratedRuralDevelopment

forAsiaandPaclflC

Dll､ector,InstltuteOfPostgraduate

StudleSlnAgnculture

DlreCtOrGeneral,BangladeshAgrlCultul･al

ReseFLrChlnstltute

DlreCtOrGeneral,BangladeshRice

Researchlnstltute
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Mr.FalSalKader

(3) Expert

Mr.HablburRahman

Mr.AbdurRahlm

(4)Comi=a

Mr.MuhammadAbdulQuddus

M1,.SohrabAll

Mr.Hassan

ProgrammeOfficer,UNDP

DeputyDlreCtOr,MlnlStryOfHealt･hand

FamilyPlanning

DlreCtOrOfNutrlt10n.Bangladesh

AgrlCultllreResearchCouncil(BARC)

DlreCtOrOfAdmlnlStratlOn,Bangladesh

AcademyforRul･alDevelopment(BARD)

Director,AgricultureOfficer.Commlla

DIStrlCt

SadarUpazllaAgrlCultureOfficer,Comllla
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調 査 日 程

期間 :平成元年7月19日～8月2日

7月19日 (水)

20日 (木)

23日 (日)

24日 (月)

o成田発,バンコク経‡丸 ダッカ者｡

o現地専門家と調査概要協議｡

｡日本大使館訪問｡井口武夫大使,伊藤哲朗公使表敬｡

中野実一等書記官と調査概要協議｡

o資料収集｡

oAgrlCulturalDIY.訪問｡AbulHasham,AdditionalSecretaryよりバング

ラデシュEg農業事情の説明を受ける｡

oMlnlStryOfFood訪問｡NurulHusalnKhan,Secretaryよりバングラ

デシュ国食糧事情の説明を受ける｡

oBangladeshlnstituteofDevelopmentShldleS(BIDS)を訪問｡

MahabubHossaln,DirectorGeneralよりバングラデシュ国開発研究の

説明を受ける｡同所MaslhurRahmanKhan,ResearchDlreCtOrより国

内人口移動の説明を受ける｡

a(##) Dhaka- Comilla

｡SadarUpazila事務所訪問oHassan,UpazllaAgricultureOfflCerより

同Upazllaの農業事情の説明を受ける｡

oComlllaDIStrlCtOfflCe訪問｡SohrabAllよりComlllaDIStrlCtの農業

事情の説明を受ける｡

oBangladeshAcademyforRuralDevelopment(BARD)請問o

MuhammadAbdulQuddus,DirectorforAdmlnistrat10nより同所の

活動について説明を受ける｡

｡SadarUpazilaOfflCe訪問｡農家面接調査について協議｡

oLampur村訪問｡i)elmMohammdMajumbs,UnlOnMemberより同村

の概況説明を受ける｡
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調 査 概 要

Paka村訪問｡農家訪問｡

26日 (水)

27日 (木)

30日 (日)

oSadarUpazllaOfflCe訪問｡農家面接用紙回収｡

o(移動) Comllla - Dhalは

oBangladeshinstituteofResearchandTralnnlngOnApplied

Nutrltion訪問｡Rubbiより同所の活動について説明を受ける｡

oNarayanganJ地区訪問｡G.M.NurulHoda,AssitDirectorOfAgr1-

extentlOnNarayanganjより同区の農業事情の説明を受ける｡

｡EnayatNarayanganJUnionFamilyWelfareCenter及びHealth

DIStrlCtOfflCe訪問｡

oRupgonjUpazllaAgricultureOfflCe訪問O同区の農業事情の説明を受け

る｡

OMuraparaUnionHealthWelfareCenter訪問｡

o休日

oBarlgladeshAgrlCulturalResearchlnstltute(BARI)を訪問｡

MohammadH.Mondal,DlreCtOrGeneralよりバングラデシュ国の農業

開発について説明を受ける｡

｡BangladeshRICeResearchlnstltute訪問｡

M.A.Mannon,DlreCtOl･Generalよりバングラデシュ国の米生産につい

て説明を受ける｡

oCenterExtent10nResourcesforDevelopmentlnstltlユte(CERDl) 諺

問｡M.YussoufMajumder,ExecutlVeDlreCtOrより同所の活動につい

て説明を受ける｡

｡InstltuteOfPostgraduateStudiesinAgriculture(IPSA)請問o

SharafotHossalnKhan,Directorより同所の活動について説明を受ける｡

oCentralBureauofStatlStlCSにて関連資料収集｡

oUNDP訪問｡FalSalRadar,Progl･ammeOrflCerよりバングラデシュ国

での農業開発協力の説明を受ける｡
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調 査 概 要

7月31日 (月) oProf.M.A.Matln副首相 ･保健家族計画大臣表敬及び調査結果報告｡

oE]本大使館訪問｡中野実一等書記官に調査結果報告｡

｡ダッカ発,バンコク着｡

oバンコク乳 成田着｡
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予 備 調 査 日 程

期間 :平成元年7月2日～7月8日

調 査 概 要

7月2日 (日)

3日 (月)

6日 (木)

｡成田発,ダッカ着 (ホンコン経由)0

aBangladeshRICeReseachlnstltute訪問o

Mr.M.A.Mannon所長よりバングラデシュ国の米生産について説明を受け

る｡

o調査方法･調査地区について協議｡

o調査方法 ･調査地区について協議｡

o調査方法･調査地区について協議｡

oR本大使館訪問O中野実一等書記官と調査概要協議｡

｡Hon,M.A.Matin,DeputyPrimeMinlSter表敬.

｡調査概要協議｡

O日本大使館訪問｡調査報告 井口武夫大使,中野実一等書記官に調査結果報告｡

｡ダッカ発,バンコク着｡

Oバンコク発,成田着｡
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調 査 対 象 地 区
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